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【問題 と目 的】

本研究の 対象と な っ た実地研究の 内容は ､ 大学生を対象と し､
三重県の ある幼稚園 ･ 小

学校 ･ 中学校で 3 泊 4 日 の 教師見習い を し研修の 中で ､ 受講生 が グル ー プで立案 した授業

を実施する と い うもの で ある｡ 体験的 な実習 ･ 学生開発型授業 を採用 した こ の ような実習

で学生に ど の ような変化が み られる の だろうか ｡

1 . 実地研 究中の 時期 によ る学生 の変化 をポ ー トフ ォ リ オ を用い て検討する ｡ そ の 際には ､

学生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン行為 - の 志 向性 と達成感 と い う側面 に焦点を当て て検討す る｡

2 . 実地研究の 特徴を踏まえて本実践 にお ける学生の 教育効果を検討 し､ 今後 の 実地研究

の 在り方 を提言す る こ とで ある｡

【方法】

実地研究を受講 した大学生が活動 中 ( ガ イ ダン ス 期 ･ 授業案完成期 ･ 実践期) に記入 し

たポ ー ト フ ォ リオ の 数値項 目と
､ 自由記述項 目よ り

､
学生 の 変化 を量的に質 的に分析 した ｡

【結果 と考察】

ガイ ダン ス 期や授業案完成期 よ りも実践期 にお い て
､ 学生の ｢ コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン行為

の 中で の 動機づ け｣ が 高い こ とが 示 され ､ 学生同士 の 関わ り合 い 以上 に学生 と子 どもの 関

わり合 い が ､ 人と の 関わり合いや活動 - の動機づ けを高めて い た こ とが 考えられ た ｡ さら

に実践期に動機 づ けが高くな っ た学生 の 記述か らは ､
ガイ ダン ス 期にお い て人と 関わ る こ

とに消極 的にな っ て い る様子や学生同士 の や りと りが少 ない こ とが推測された . ガイ ダン

ス 期 から学生チ ュ
ー

タ
ー

に援助 しても らうこ とや ､ グル ー プ の 活動が円滑 に進 む ような エ

ク ササ イ ズ などを導入す る こ とも望ま し い だろう｡ ま たガ イ ダン ス 期 よりも授業案完成期

実践期 にお い て ､ 学生 の ｢ 達成感｣ が 高い こ とが 示 され , 授業案完成期で は約 3 ケ月 か

けて練 っ てきた授業案が 形に な っ た こ と
､ 実践期で はそ の授業案を現地の 教師等 と最終案

に し実際に授業 を実施す ると い う大き な課題が あ っ た ｡ 授 業案完成期と実践期 の 間に有意

差が見られなか っ た こ とか ら､ 学生 にと っ て そ の どちらの 課題も貴重な体験で あ っ た こ と

が推察され る｡ また 達成感 が実践期に上昇 した学生の 記述か らは ､ 授業案作成過程や授業

案 を実施す る過程 で ､ 失敗経験や成功経験 を数多くす る こ と で活動 - の 達成感が 高ま る こ

とが 示唆 された ｡



第 一 章 問題と目的

1 . 体簾的 な実習の現状

今 日 ､ 多く の 国立 の 教員養成大学 ･ 学部 にお い て
､ 教育実習の カ リ キ ュ ラ ム が改革され

､

さま ざま な形態 の 教育実習が 実施され て い る ｡ 中 でも教育実習の 事前指導と して 大学 1 年

次 よ り教育現場 - 出向き 体験的な実習を行 うと い う取り組 み が なさ れ る ように な っ て き

た . 例 えば
､

北海道教育大学 で は ､ 授業観察 を中心 と した実習と ､ 1 年次 の 夏期休暇を利

用 し て 学生 の 出身学校や教育関連施設に 出向い て取材 をす る こ と に よ っ て
､

教育問題 を調

べ るな ど の 自主実習を行 っ て い る ( 杵淵 ほ か
､

2 0 0 1) ｡ 新潟大学 で は ､
フ レ ン ド シ ッ プ実

習と して l
､

2 年次を対象 に
､

地域 の 自然 ･ 社会 ･ 文化に触れ
､

子 どもと ともに こ れらを

体験的 に学ぶ こ とや ､ 入 門教育実習 と して 1 年次を対象 に学校にお ける教育活動 - の 参加

･ 観察を行 っ て い る ｡ また
､ 福 岡教育大学でも ､

大学 1 年次を対象と した体験実習が平成 1 0

年度か ら実施 され て い る ｡ こ の 体験実習は ､ 近隣の 幼稚 園､ 小 学校 ､ 中学校 で 実施され る

行事 ･ 課外活動 に参加 し
､ 先生等の補助 を行 い

､ 子 どもにふ れ あう交流体験を目的に行 わ

れ て い るも の で ある ( 兄井 ､
2 0 0 4) ｡ ま た

､
教育学部 で の ボ ラ ン テ ィ ア活動 と して

､ 近 隣

校 に放課後訪れて
､ 学習支援活動 を行 っ て い る学校 も ある｡ 例 えば島根大学教育学部 で は

､

子 どもと ふれ あう生きた体験学修 を重視 して 県内外 の 教育関連機 関の 協力 の もと学校教育

外 で の 教育 ･ 指導体験を中心 とする ｢ 学校教育体験｣ の 総計 l ,0 0 0 時間 の 体験学修プ ロ グ

ラ ム が 必修化され て い る ｡ こ の ように体験的な実習は 大まか に分類す ると
､ 授業観察や現

場 の 教師 - の イ ン タ ビ ュ
ー な ど間接的に学校現場 に関わるも の

､
学校行事 ･ 課外活動 - の

参加 ､ 学習支援な ど
一

部の 活動に 関わ るも の
､ 教育実習同様に現場 に入 っ て

､ 学生自ら が

活動案 を作成 し実践するも の とに分け る こ と が で き る｡ さ らに教員養成課程にお ける体験

的実習の 教育効果 と しては
､ 教職 に つ い て の具体的なイ メ

ー

ジ を持 つ こ とが でき ､ 実習後

の教 育実践 - の 関心 ･ 意欲 が高ま る こ とが
,

参加 した学生に 対す るア ン ケ
ー

ト調査に よ り

明 らか にな っ て い る ( 兄井 ､
2 0 0 1) ように ､

こ の ような体験的な実習は学生 に対 して教育

効果 が大き い こ とが考 えられ る｡

三重大学教育学部にお い て も ､
こ の ような実習形式の 授業が カ リ キ ュ ラ ム に組み 込 ま れ

て い る｡ 2 0 0 6 年度にお ける体験的な実習は ｢ 教育実地研究 ･ 人間発達実地研 究｣ と して 1 2
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の授 業が 開講され て い る｡ こ れ らの 授業は いずれも学 生が 教育実習 - 行く前に現場経験 を

させ る こ とや現場 で の 実践力 を身に つ ける目 的で 開設 され た授業で ある ｡ 本研究は こ の 1 2

の授 業の 中か ら著者が 関わ っ た 1 つ の 授業 ( 以下 ､ 実地研究) をそ の 対象とす る ｡ 本研究

の 大き な目的は ､ 実地研究の 特徴 を踏ま え て 本実践にお ける学生の 教育効果 を検討 し
､ 今

後 の 実地研究の 在 り方 を提言する こ とで ある ｡

2 . 学生開発型授業を取り入れた実地 研究

本研究の 対象 となる実地研 究で は参加す る学生 が現地 で実際 に教師 と して 授業を実施

し､ ま た自分た ちの行う授業の 授業案も学生 自らが作 る と い う､ 学生 開発型授業 を採用 し

て い る ｡ つ ま り ､ 教育実習 の 前に小学校や 中学校 に授業担当者 と して授業を実施す る の で

ある . こ の 実地研 究に は P B L と い う概念 が取 り入れ られ て い る ｡ P B L ( P r o bl e m B a s ed

L e a n i n g) と は
､ 学生自 らが能動的に学習す る仕組 み を も つ 教育法 で あ る ｡ 身近に感 じら

れ る具体的 な事象か ら問題( 課題) を発見 し
､ そ の 問題 を解決す る た め に学 生 が 自ら学習

( s elf - dir e ct e d l e a mi n g) し､ 問題を解決す る ( 三重大学高等教育創造開発 セ ン タ ー ) . と ある ｡

ま た p B L は ､ 学生の 主体性 と具体的現実的課題に 重点をお い て お り
､ 学生 の よ り高次 な

学び が期待で き る
､

と して い る ｡ こ の P B L の 利点と して は ､ ①能動的な学習法で あり ､

成 人教育に適 し て い る ｡ ②身近 な問題 な の で
､ 学生 は興味 を持 ちやす い

｡ ③得 られ る知識

は
､ 問題解決 レ ベ ル の 深い 知識 である｡ ④学習 した知識 は永く留ま る｡ ⑤小 グル

ー プ学習

なの で
､

1) コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能力が 高ま り

､
2) 人 間性 を磨く こ と が で き

､
3) チ

ー ム で達

成す る練習に なる ｡ こ と があげられて い る｡ こ の ような p B L - 至 る授業形態 を ､
三重大

学 で は 1 0 の 形態 に分類 して い る (F ig u r e I) が
､ 今 回 の 実地研究 は

､
チ ュ

ー

トリ ア ル制度

を採用 して い る こ とや ､ 実際に現地 で実践 を行 うと い う特徴か ら ､
チ ュ

ー

トリア ル 型 p B L

と実践体験型 p B L の 要素を含ん で い る と言 えるだ ろう｡

以上 の 要素 を含んだ 実地研 究は
､
教育実習の 事前実習と し て の 体験的な学習 と い うよ り ､

教育実習に よ り近い 形態の 実習 だと言える かも しれ ない
｡ こ れ ま で の 研究 で は

､ 教育実習

を経験す る こ と は学生に と っ て ､ 実習そ の も の が よ い 学習に な っ た ､ 自分が
一

回り成長 し

た と い っ た経験 を し て よか っ た と い うポ ジテ ィ ブ な実感や
､
実習不 安が低 下す る( 大野木 ､

宮川
,

1 9 9 6) と い う こ とだ けで はなく ､ 学生 の認知 にも変化 が見 られ る こ とが 明らか に な

っ て い る ｡ 例 えば職業志 向に 関する研 究で は
､ 実習 に参加 した学生に対す る ア ン ケ

ー

ト調

査 よ り ､
｢ どう して も教師 になり た い｣ と 回答す る学生が 実習後に増加 し て い る こ と が報
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告され て い る ( 伊藤 ､
1 9 9 8) o ま た教育実習 の 前後で教師効力感 の 変化 を縦断的に検討 し

た研究 で は ､ 実習後 に学生 の 教師効力感が 高ま る と い う結果が得 られ て い る ( 春原 ､
2 0 0 6

他) . 他 にも学生の ｢ 子ども観｣ が実習 の 時期 に よ っ て変化する こ と が明 らか に されて き

た ( 吉田 ･ 佐藤 ､
1 9 9 1) o こ の よ うに多く の 研 究 で ､ 教育実習が教職 に関わ る多様 な側面

で学生 の 肯定的な認知変化を促す こ とが 示唆 されて い る ｡ しか し実地研究は
､ 学校教育教

員養成課程 に所属 して い る学生だ けでは なく ､ 教員養成課程 以外の い わ ゆるゼ ロ 免課程 の

学生 に対 しても開講されて い る こ とを考 える と , 教育実習後 ､ 学生が勉強で得た技能や知

識 を ど の ように捉えて い る の かを検討 した研 究 ( 内野
･ 青木 ､ 2 0 0 5) の ように ､ 所属 に関

係 なく ど の 学生にも見られ る効果 に つ い て検討す る こ とが 望ま し い だ ろう. ある い は実地

研究が 教育実習の 事前指導と い う役割だけで なく ､ 専 門性を学問的基礎 に した研 究】受業 の

開発と 実施 に よ っ て 教育的成果や学生 の 自己成長に つ い て 考察す る機会を得 る こ と も目的

と して い る こ と を考えて も ､ 教職 に関わ る側面と は別 の 視点で検討す る必 要が あると考え

られ るo そ こ で本研究では
､

実地研究 の 特徴 で ある学生開発型授業の テ
ー

マ ｢ コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン｣ を中心 に学生 の 変化を検討す る. また 実地研究を経験 し て 学生自身が何 を獲得

し
,

何を課題と して感 じた か を知るた め に ､ 達成感 と い う側 面も合 わせ て検討す る｡
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3 . 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を刺激す る授業づく りと実践

近年 ､
子 どもの 対人 関係能力や社会関係能力 の低 下 に つ い て 多く の 指摘が なされ ( e

,g . ,

吉 田 ､
1 9 9 7) ､

こ うい っ た 問題意識 か ら学校現場 で も様 々 な ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル ト レ
ー ニ ン

グ ( e .g . ,藤枝 ･ 相川, 2 0 0 1) や グル ー プ エ ン カ ウン タ
ー

( e ･g ･ ,河村 ･ 国分,
1 9 9 9) が 実施

され る ように な っ た ｡ こ の よ うな認識 の もと今 回 の 実地研究 で は
､

P B L の P ( P r o bl e lⅥ)

の 一

つ と して ､
｢ 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン に 関わ る授 業 を実施す る｣ こ とが学生 に期

待され た ｡
つ ま り

､
学生 は心 理 学の 理論 を ベ ー ス に した コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン に関わ る授業

案を作成 し､ 実施す る こ と が求め られ た｡

子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能力を高 め るた め の プ ロ グラ ム を実施す る こ と で ､ 子 ども

の社会 的 ス キ ル に
一

定の 効果が ある こ とが 示唆 され て い るが ( e .g . , 江村 ･ 岡安 ､
2 0 0 3

､ 康

岡ら
､

2 0 0 5) ､
い ずれ の プ ロ グラ ム も数 ヶ 月 か ら半年 と い う長 い期 間で 数 回にわ けて プ ロ

グラ ム をく り返 し実施す るもの で あ っ た ｡ 実地研究で は ､
3 泊 4 日 の 中 2 時間 ( 4 5 分 × 2 )

と い う短期 間で授業案を実施する こ と に加 え
､ 授業案も必 ず しも専門的な知識 を持ち合わ

せて い る学生 に よ っ て 作成された もの で はな い た めに ､ 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力

に
一 定の 効果 をあげると い うこ とは難 し い と考え られる が

､
他者 と の 関わ り方に つ い て 考

えた り
､

よ り よく他者と 関わ りた い と い う動機 を刺激す る可 能性 は十分に あるだ ろう｡

子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能力を高め る実践 が積極 的に行わ れそ の 子 どもに対す る効

果 が検討 され て い る
一 方 ( 贋岡ら ､

2 0 0 6) ､ 活動 の 実践者 に対す る変化や効果 に つ い て 検

討 した研究 は多く ない ｡ しか し実地研 究が 教育実習の 事前指導と して の 役割 を担 っ て お り ､

学生 の 貴重 な学び の 場 で ある こ とを考 える と ､
こ の 実践 で学生に ど の ような効果や変化が

あ っ た の か と い う こ とを明らか にする こ と は重要な課題 だと い える ｡

実地研 究に参加 した学生 は ､ 心 理学や音楽的知見をもと に子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

能力 を刺激す る ような授業案を作成 した o 具体的に は ､ 学生 が担当す る学校や学年段階に

合 わせ た 子 ども の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能力 を想定 し

､ そ れを刺激する こ とが でき る
､

ある

い は育成す る ような活動を考えた ｡ そ の ような活動の 中で ､ 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

能力 に つ い て 考 え るだけで はなく , 自分自身 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に つ い て 考え る機会も

多く あ っ た こ とが 推察 され る
｡

授業案 を作成す る過程 で は ､ 参加 した 学生が 小 グ ル
ー プ に

なり互 い に意見 を出 し合い なが ら より よ い授業案に なる ように活動を した ｡ 実際に ミ
ー

テ

ィ ン グを行 うこ と の 他 に
､

電子掲示板 を用 い て 積極的に意見交流 をす る こ とが求 め られ
､
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各グル ー

プ に は担当の 大学院生の チ ュ
ー

タ
ー が つ き ､ 学生同士 ま た は学生とチ ュ

ー

タ ー の

関わり の 中で
､ 授業案を作成し実践す ると い う目的を達成す るた め に は

､ 個人活動 より も

他者 を思 い やる こ とや
, 他者に受け入 れられ る ような主張をす る こ とが 求め られ る場面が

たく さん あ っ ただ ろうこ と は容易に予想 でき る｡
つ まり

､ 学生に は子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力を考 える課題 だけで はなく
､

自分自身 も他者 と の 関わ り合 い を意識 しなが ら活

動をす る こ と が求 められ た と い える ｡ グル ー プ活動の 特徴と し て は
､ 出 口 (2 0 0 3) は ､ 社

会的 ス キ ル が 必要と される場面で あると 同時に ､ 社会的 ス キ ル が 育 つ 場面で あると し て い

る｡ さ らに 高橋 (1 9 9 0) は
､ 対人 関係 の 熟達化過程 にお い て ､ 対人 関係 の 枠組み が 大き な

変容 をきたす と予想 され る時期 と し て
､ 入学 ､ 就職 ､ 結婚 ､

子 どもの 誕生 と い うイ ベ ン ト

をあげ
､

そ の 前後は変化の メ カ ニ ズ ム を見る好機 だと して い る ｡ いず れ の イ ベ ン トも ､
目

標 を達成 し居心 地 よく過 ごすた めには ､ 新 しく良好 な人間関係 を築く こ とや
､

そ の 関係 を

維持す る こ と が求め られ
､

そ う い っ た 意味で は 実地研究と い うイ ベ ン トにお い て も学 生 の

対人 関係 の 変容 を見る い い 機会だと捉 えら れ る｡ 従 っ て 本研究で は 学生 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ

ョ ン 能力に 関す る変化に注 目 した い ｡ しか し前述 した ように短期間の 実践 で
､ 子 ども の コ

ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能力が高 まる と い う こ と が実証されて い ない ように

､
実践者 にお い ても

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力に変化が あると仮定す る の は難 しい と考 えられ る｡ そ こ で本研究

は ､
コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン能力そ の もの で は なく ､
｢ 他者と コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン を した い ｣ ､

｢ 他者 と
一

緒に活動をが ん ばり たい｣ と い っ た ､
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン行為 - の 志 向性 と い

う視点で 学生 の 変化 を捉 え る こ とにす る｡

4 . 学生の学 びを評価する

さて ､ 学 生 を 評 価す る手 段 と し て ポ ー ト フ ォ リ オ に 目 を 向 ける ｡ ポ
ー

ト フ ォ リ オ

( p o rtfわli o) と は
､ 辞書 で は紙 ばさみ

､ 書類や作品集 を意味す る ｡ こ こ か ら バ ラ バ ラ の も

の ( 情報) を 一

元化す るもの やそ の 概念を指 し
,

企業で の 業績評価や ､
金融機 関や投資家

な どが 所有す る資産の
一

覧を示すもの と して様 々 な分野 で使 われ て い る ｡

一

方 ､ 教育の 現

場で は
､ 絶対評価 や総合 的な学習の 時間な ど の 導入 に よ り

､ 従来 の 評価 の 枠 で は評価 し得

ない
､ 学習活動 の過程そ の もの を評価する 必要性 が 生 まれてき た こ とか ら､ そ の 学習者 が

自ら の 学習活動を行う上 で順次作成され てく る文章や資料を時系列 で フ ァ イ リ ン グ して い

き ､ それ をフ ォ ル ダにま と めて いく こ と で
､ 学習活動 の 経緯を詳細 に読み解く こ とが で き

る作成物 をポ
ー

ト フ ォ リオ と呼称 し て い る ( 小 池 ･ 松木 ,
2 0 0 5) ｡ 本研 究 で は

､ 後者に あ
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げられて い る教育現場 で使用されて い る ポ ー

ト フ ォ リ オ を取り 上 げるQ

相川 (2 0 0 1) は ､ 評価 にお い てポ ー ト フ ォ リ オ を活用す ると い う場合 に は
,

大きく分 け

て 2 つ の 立場か らポ ー

ト フ ォ リ オ の 活用方法が考 え られ る と して い る｡ 第
一 の 方法は ､ 学

習者 が自 ら の 学び を ポ ー ト フ ォ リ オに よ っ て
､ 確認 し修正 ･ 制御 して 自分 の 学び を改善す

る こ とに活用 され てお り ､ もう 一 方 で は学習者 の 学び を見取る た めに活用され , 学習者 の

学び に適切 な支援を実施する方法 で ある o

と こ ろで PI】L で は学習過程も重視 され るた め ､ ど の ように取 り組ん だか と い うこ と

を記録に残す ことは 必要だ と考えられ る ｡ 実地研究に お い て も P B L の 要素が 含まれ て い

る こ と か ら､
e -I e a m i n g の 活用を学生に義務づ けて い るo 具体的に は e 11e a m in g シ ス テ ム と

して M o o d】e を活用 し て い る o M o o d】e と は コ
ー

ス ･ マ ネ ー

ジメ ン ト ･ シ ス テ ム ( C M S) の こ

とで
､ 教育者が質の 高 い オ ン ライ ン 学習過程 ( コ

ー

ス) を作 る こ と を手助 け をする パ ッ ケ

ー ジ ソ フ ト で ある b M o o dl e に は様 々 な機 能が あるが ､ 連絡事項 の 伝達や質問事項 の やり

とり を行うた め の 掲示 板機能 ､ 授業案な どをア ッ プ ロ
ー

ドす る フ ァ イ ル 投稿機 能な どに加

え て 今回 は ポ
ー

ト フ ォ リ オ機能が 追加 された ( F ig u r e 2) .

本研究で は
､ 学生 の 学び をサポ ー

トす るた めに採用された ポ ー

ト フ ォ リ オ を使用 し
､ 学

生 の 学び の 過程 を捉 え, 適切 な支援を検討 して い く o

や っ T L l ることが面白しtt 射

精 っ ている)吉敷香うま<やりii ける自憎が 怒じら柑 二

他の ^ のた d)( 功 恒頑召取
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J
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fn W J7 苦虫( こ取り沌み
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他の人ととも(ご毛虫するの力 馳 せ 鮎 二

･8 今 El の活tb で｢感じた｣こと

り
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ト フ ォ リ オ 書き込 み 画面

1 6 -



5 . 学びの過程 を評価する

体験的な実習 で は学生 が何を学んだ か と い う学習 の成果だ け で はなく ､ そ こ で どの よ う

に学ん だか と い う学生 の 学び の 過程を評価す る こ とが 重要だと考 えられ る ｡ 学び の過程 を

評価す る こ と に より学生にと っ て体験 的な実習が ど の ような意味を持 つ か と い うこ とや ど

こ で 学生が つ まづ い たか と い うことを知 る こ とがで き
､
今後の カリキ ュ ラ ム や指導に反 映

す る こ と がで き る で あろう｡ 教育実習 を扱う研究で は
､ 実習の 事前事後 で学生の 変化を見

る研究が
一 般的 で あ る｡ しか し事前事後 で 変化 を見 る こ とは だけで は ､

ど の ような経験や

行動や認知が 変化 に つ なが っ たか と い う こ とを 明らか にす る こ と は難 し い と考え られ る ｡

実地 研究で は ､ 授 業案の テ ー マ や担当学年 が決定 され る ｢ ガイ ダ ン ス 期｣ ,
決定され た担

当 に従 っ て ペ アや グル ー

プ で授業案を完成 させ る ｢ 授業案完成期｣ ､ 作成 された授 業案を

現地で 実践す る ｢ 実践期｣ に分ける こ とが でき る ｡ そ こ で本研究 にお い て は
､ 実地研究期

間 をこ の 3 期に 分けて 検討 し て い く｡

改め て ま とめ る と本研究の 目的は以下 の 通り で ある｡

1 . 実地研究 中の 時期に よ る学生の 変化 をポ ー ト フ ォ リオ を用 い て 検討す る｡ そ の 際に は ､

学生 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行為 - の志 向性と 達成感と い う側面に焦点を当 て て 検討す る｡

2 . 実地研 究の 特徴を踏ま え て 本実践 にお ける学生の 教育効果を検討 し
､ 今後の 実地研 究

の在り方 を提言す る こ とで ある｡
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第 二 章 方法

1 . 実地研究の概要

今 回 の 実地研究で は
､

P B L の P ( P r o bl e m
･ P r oj e ct) の 一

つ と して ,
｢ 子 どもの コ ミ ュ ニ

ケ
ー シ ョ ン に 関わ る授業の 開発 と実施｣ が学生に期待され た ｡

つ ま り
､ 学生は心 理学 の 理

論を ベ ー

ス に し て 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン カ を高め る こ とを 目的 と した授業案 を作成

し
､ 実際に授業 を行う こ とが求 められた ｡

加 え て 2 0 0 6 年度は ､ 音楽科 の 学生も参加 し､ 心理 学と音楽 の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン を行う

こ と を試み た ｡ こ の ような異領域の 学生が よ り ス ム ー ズ に P B L 活動に取 り組む こ と が で

き る ように ､ 心 理学 を専攻 して い る大学院生 と ､ 音楽を専攻 して い る大学院生 が チ ュ
ー タ

ー と して 学生 の 学習補助 を行 っ た り相談に乗 ると い う役割 を担 っ た ｡ しか し大学院生 の 数

名 はチ ュ
ー

タ
ー

で は なく受講者 と して 実地研 究に参加 し学部生 と 同 じ活動を お こ な っ た ｡

( 1 ) 内容

大学 2 - 4 年次を対象 と し
､

三重県 s 市 の あ る幼稚園 ･ 小 学校 ･ 中学校 で 2 0 0 6 年 9 月 5

日か ら 8 日ま で 3 泊 4 日 の 教師見習い をす る ｡ ま た
､

4 日間の研修 の 中で
､ 受講生が グル

ー プ で 立案 した授業 を実施す る ｡

( 2 ) 目的

幼稚 園 ･ 小 学校 ･ 中学校の 日常的な教 育業務 の 補助支援お よ び 2 時間程度の 授業実践 を通

して
､ 現実 の 教育場面にお ける現実の 教育業務 に つ い て の 体験的学習 を行う｡ ま た ､

A 地

区で の 地域ぐるみ の教育的風土 にふれ る こ と に よ っ て
､ 大学で は 達成す る こ とが でき ない

｢ 生 の 教育現場 で の 自己 の 体験｣ に基づ い て
､

現実の 学校教育に対す る深 い 考察を試 み る

機会 を得 る｡ さら に ､
心 理学や音楽を学問的基礎 に した学 生 開発授業案に よる研 究授業 を

実行 し ( 2 時間) ､
そ の教育的成果 ､

加 えて学生 の 自己成長 に つ い て考察す る機会を得る ｡
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( 3 ) 授業案作成までの流れと授業案例

①実地研究ガイ ダン ス

2 0 0 6 年 5 月 に ､ 受講希望者 に 向けて 担当教員が
､ 授業の 目的や内容に つ い て の 第 1 回ガ

イ ダ ン ス を行 っ た ｡ そ の後正 式な受講生が決 まり
､ 教員が グル ー

プ分 けと授業の テ ー マ
､

担当チ ュ
ー

タ
ー を決定 した ｡ 各 グル ー プ の 人数と テ ー マ は以下 の通 りで ある ｡

･ 幼稚 園 ･ 小学校低学年 (1 4 名) : ｢ 共同絵画｣

共 同で の 絵画作成を通 して
､

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に つ い て 考 え る｡ た だ

､
絵画作成を行

うだ けで は なく ､ そ の 中で コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能力が 刺激 され る ような 工夫 を行 う｡

･

小学校高学年 (13 名) : ｢ 音楽を盛り 込 んだ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 活動｣

音楽 を使 い なが ら､
コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 活動を行 い
､

こ れ に よ っ て 子 ども の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 能力 の 育成 を 目指す｡

･ 中学校 ( 6 名) : ｢ もの の 見方の 転換｣

こ れま で と は違う ｢ もの の 見方｣ をと る こ と で
､

こ れま で に気づ か なか っ た こ とや誤解

し て い た こ と に気 づき ､ そ れら に気 を つ ける こ と が で き るよ うにする 0

そ の 後 2 0 0 6 年 7 月 に
､ 受講生 に向けて 第 2 回ガイ ダ ン ス を行 い

､ 受講生 が担当す る学

校 と学年 を決定 した ｡ そ の 後担当の グル ー プ に分 かれ て授業案作成 の 協議 を開始 した ｡

③授業検討会 - 最終授業案提出

2 0 0 6 年 8 月 に授業検討会 が行 われた ｡ 担当の グル
ー

プ ごと に授業案を発表 し
､

授業案

の 検討 ･ 最終案の 確定が行われ た ｡ そ の 後検討会 で 出され た意見 を授業案に反映させ た 最

終授 業案 が 8 月末 に提出さ れ た.

T a bl e l 授業案タ イ トル 例

担 当 圃 ･ 校 タイトル

幼 稚 園 海 の 中

小 学 校 2 年 生 い ろ い ろな宇 宙 人 を想 像 し て み ん な で
一

つ の 星 を作 ろう !

小 学 校 3 年 生 こ と ば で 伝 え 合 っ て 絵 を描 こう

小 学 校 5 年 生 オリジナ ル 『トム とジ ェ リ
ー

の 効 果 音』を つ けよう ♪

中 学 校 1 年 生 も の の 見 方 の 転 換
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2 . 対象者

2 0 0 6 年 に実施 され た実地研究 に参加 した 三重大学教育学部の 学生 3 3 名 の 中で
､

M o o dl e

上 の ポ
ー

ト フ ォ リオ - の 書き込 み の デ ー

タが確認 できた 3 2 名 ( 男性 6 名 ､
女性 2 6 名) を

分析対象と した ｡

3 . ポ ー ト フ ォ リオの項 目

(丑1 0 段階評価項目

達成感 ･ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン - 行為 の 志向性 に つ い て の項 目 を担当教員 と独 自に 8 項 目

作成 し ､ 各項目に つ い て 1 0 段階で評価 を求め た ｡

1 . や っ て い る こ と が面白い と感 じた

2 . 行 っ て い る活動 をうまくや り遂げる自信が感 じられ た

3 . 他 の 人 の た めに活動を頑張りた い と思 っ た

4 . 人と仲 良くで きる ように心が けた

5 . 活動 を進 めて い くの が大変だ っ た

6 . 活動 に と て も集中 して い た

7 . 挑戦 的な活動に取 り組み
､

そ の 活動を十分にや り遂げ られた と感 じた

8 . 他 の 人 と ともに活動す る の が 楽 し い と感 じた

②自由記述項目

ポ
ー

ト フ ォ リ オ の記録と して残 して お く必要 が あると考 え られ る項 目を担当教員 と独 自

に 5 項目作成 し､ 各項 目に つ い て自由記述で 回答 を求 めた ｡

1 . 今回行 っ た こ と ､ できた こ と

2 . 今 回考 えた こ と
､ 思い っ い た アイ デア

3 . 今 回の 活動 の 中で の 他者と の 関わり

4 . 今後行 い た い こ と (調 べ た い こ と ､ 不 明なと こ ろ ､ 考え た い こ と な ど)

5 . 今 回の 活動 で感 じた こ と
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4 . 手続き

第 2 回ガイ ダ ン ス 後か ら参加 した学生に対 して ､ 教員 か ら M o o dl e 上 に設定され た ポ ー

ト フ ォ リ オ の コ ー ナ ー - の 書き込み が指示 された
｡

基本的に は実地研究 に関わ る活動後 に

ポ
ー

ト フ ォ リオ に書き込む ようにな っ て い た が ､ 本研究 で は 教員か ら具体的に指示 が あ っ

た 期間 ､ ①第 1 回ガ イ ダ ン ス - 第 2 回ガ イ ダ ン ス (7 月 4 日 - 1 2 日) ､ ②授業検討会 - 最

終授 業案提 出 (8 月 2 8 日 - 9 月 4 日) ､ ③実地研究 1 日目 ( 9 月 5 日) ､ ④実地研究 2 日 目

( 9 月 6 日) ､ ⑤実地 研究 3 日目 ( 9 月 7 日) ､ ⑥実地研究 4 日目 ( 9 月 8 日) に記入 され

た 書き 込み
､

も しくは そ の 期間の こ とが 書か れた もの を分析 対象 と した ｡ ま た
､ 今後 の 分

析 で は
､ ① をガイ ダ ン ス 期 ､ ②を授業案完成期 ､ ③ - ⑥を実践期 と した ｡
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第三 章 結果と考察

第 1 節 評価項目の因子構造

ポ ー

ト フ ォ リオ の 1 0 段階評価項 目 の 因子構造 に つ い て 明らか にす るた めに ､ 因子 分析

を行 っ た . そ の 際に①第 1 回ガイ ダン ス - 第 2 回ガ イ ダン ス
, ②授業検討会 - 最終授 業案

提 出､ ③実地研 究 1 日目 ､ ④実地研究 2 日 目 ､ ⑤実地研究 3 日目 ､ ⑥実地研 究 4 日 目 の 得

点 をひ と つ にま と めた もの を分析 に使用 した ｡ ①と②の 時期に複数 の 書き込 み が あ っ た も

の に つ い て は平均値を算出し て 分析に使用 した ｡ 因子 の 抽 出に は最尤法を用 い
､ 因子数 は

ス ク リ
ー プ ロ ッ トに より 2 因子 と し

､
プ ロ マ ッ ク ス 回転 を行 っ た ｡ そ の 結果 ､

因子負荷 が

. 3 5 に満た なか っ た l 項 目 ( ｢ 5 . 活動 を進 めて いく の が 大変だ っ た｣ ) を分析か ら除外 し

た ｡ そ の 後再度同様の 分析を行 っ た結果 の 因子 パ タ
ー

ン と因子 間相関を T a bl e l に示 す｡

第 l 因子 は ｢ 他 の 人とと もに活動す る の が楽 し い と感 じた｣ ､
｢ 人 と仲良く でき る よう心

が けた｣ ､
｢ 他 の 人の た めに活動 を頑張 りた い と 思 っ た｣ な どの 項目 が負荷 した の で

､ 『コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行為の 中で の 動機づ け』 と命名 した ( α -
.8 9 4) ｡ 第 2 因子 は ｢ 挑戦的

な活動 に取 り組 み ､ そ の 活動を十分 にや り遂 げられ た と感 じた｣
､

｢ 行 っ て い る活 動をう

ま くやり遂 げる自信が感 じられた｣ と い う 2 項目が負荷 した の で
､ 『達成感』 と命名 した

( α
-

. 8 1 6) ｡ こ の 2 つ の 因子 の 下位尺度得点を今後 の 分析 に使用す る ｡

T abl e 2 評価項目 の 因子分析結果

第1 因 子 第2 因子

第1 因 子 : コ ミュ ニ ケ
ー ション行為 の 中で の 動横づ け

8 . 他 の 人 とともに 活動するのが 楽しい と感じた

4 . 人 と仲良くで きるように心 が けた

1 . や っ て い ることが面 白い と感じた

3 . 他 の 人 の た め に 活動を頑張りた い と思っ た

6 . 活動に とても集中して い た

第2 因 子 : 達成感

7 . 挑戦的な活動に 取り組み ､ その 活動を十分 にやり遂げられ たと感 じた

2 . 行 っ て い る活動をうまくやり遂げる自信が感じられた

.8

.8

.8

.7

.4
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.2

9 7

7 1

00
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因 子 間相関
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第 2 節 実地研究の 時期に おける学生全体の 変化

実地研究 に参加 した学生全体 の得点の 変化を検討 し て いく ｡ まず実地研究中の 時期 ( ガ

イ ダン ス 期 ･ 授業案完成期 ･ 実践期) に よ っ て学生 の 変化が 見られる か どうか を検討す る ｡

実地研 究の 時期別 の 2 因子 の 下位 尺度得点の 平均値と標準偏差を T ab l e 2 に示す ｡

T ab le 3 平均値と標準偏差

時期 N 平 均値 標準偏差

コミュ ニ ケ
ー

シ ョン 行為の ガイダンス 期 1 9 6 .9 2 6 1 .4 4 1

中での 動機づ け 授業案完成期 1 9 7 .4 8 4 1 ･3 9 3

実践期 1 9 8 .
5 1 8 1 .1 2 2

達成感 ガイダンス 期 1 9 5 .5 7 9 1 .2 3 9

授業案完成期 1 9 6 .6 9 7 1 .6 1 9

実践期 1 9 6 .7 3 0 1 .6 1 7

2 - 1 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行為の 中で の動横 づ け

実地研究 の期間に よ っ て コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 行為の 中で の 動機づ けに対す る学生 の得 点

に差が み られるか どうか を検討す る｡
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン行為の 中で の 動機づ けの 下位尺

度得点を従属変数とす る対応 の ある l 要因分散分析 を実施 した｡ そ の 結果 ､ 実地研究中の

時期に よる有意な主効果(F (2
,
3 6)

- 1 4 .3 0 6 , p 〈. 0 0 1) が 見られた ｡ 多重比 較の 結果 ､ 実践期と ガ

イ ダン ス 期 の 間 ･ 実践期と授業案完成期 の 間に有意差(そ れぞれ p〈.0 0 1
, p く.0 5) が 見られ た

( T a b al e 4) 0

T a ble 4 実地研究 3 期間に お け る学 生 の 動機づ け得点 の 変化

一 1 3 -



実践期と ガイ ダ ン ス 期の 間 ､
ガ イ ダ ン ス 期と授業案完成期 の 間に有意差が 見られ た こ と

か ら ､ ガイ ダン ス 期や授業案完成期 より も実践期 にお い て ､ 学生の ｢ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

行為 の 中で の 動機づ け｣ が高い こ とが 示 された ｡ 実地研究 の 流れを考 え ると
､

ガ イ ダ ン ス

期 で は担当校や担当学年が決定 し､ 学生の 多く は ペ ア やグル ー プ が 同 じ学生と活動 を進 め

て い っ た ｡ 授業案完成期になる と
､

担当す る ペ アや グル ー

プ の 関わ り が密 になり ､
さ らに

授業案検討会 が あ っ た た めチ ュ
ー タ ー や担当以外 の 学生 と の 関わ りが多くな っ た ｡ 実践期

で は ､ 加 えて現地 の 子 どもや教師と関わ り合う機会が 増え た ｡ ポ ー ト フ ォ リオ の 記述に お

い て も ､
ガイ ダン ス 期 ･ 授業案完成期で は

､
自分 の ペ ア の 学 生や実地研究 に参加す る学生

と の や りと り に関す る記述が多く の 学生 に見 られ ､ 実践期 で はそ れ に加 え て 実践先の 子 ど

もに 関す る記述が 多くなされて い た ｡
こ の こ と よ り ､ 学生 同士 の 関わ り合 い 以上 に学生と

子 ども の 関わり合い が ､ 人と の 関わり合い や活動 - の 動機 づ けを高め て い た と言 える の か

も しれな い ｡ 例 えば藤田 (2 0 0 4) は観察実習 の効果 を検討 した研究で ､ 幼児の 観察実習は

ど の ような子 ども観 を持 っ て い るか に関わ らず ､
コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン ス キ ル の 重要性 を認

識 させ る こ と を明 らか に した が
､

実地研究 で は授業案 の テ
ー マ が コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン で あ

っ た こ とや ､ 子 どもを観察する場面だけで はなく ､ 実際に ふ れ あう時間も多か っ たた め ､

学生 は常に子 どもや自らの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に つ い て考察す る機 会が 多く ､ 実 際に子 ど

もと関わる 中で ス キ ル を発揮 した い
､

より多く 関わ りた い と い う動機 づ けが高ま っ た の で

は な い だ ろ うか ｡

さて
､

上述 の 分析 で は ､
3 つ の 期間で の ポ ー

ト フ ォ リオ に全 て 回 答 した も の が対象 と な

っ て い る｡ しか し
､

か なり の 人 数が欠落 し て い る｡ そ こ で ポ
ー

ト フ ォ リ オ の 自由記述項 目

の 分析対象 を活かすた め に実地研 究中の 時期 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 行為の 中で の 動機づ け

に対す る得点 に関 して く り返 し対応 の ある t 検定を行 い 有意水準 の 調整 を行 っ た ｡ そ の 結

果 ､
ガイ ダ ン ス 期と授業案完成期 (I( 1 8) ニ ー1 .6 8 8

, p く.0 5) ､ 授業案完成期 と実践期 ( t( 1 8) ニ

ー3 .7 1 6
, p く.0 0 1) ､ 実践期とガイ ダン ス 期 ( t( 2 9) ニ

ー

8 .8 5 4 , p く
.0 0 1) と なり全て の 期間で有意

な差が 見られた ｡ そ こ で ､ ガイ ダン ス 期 と実践期 の 得点で 1 点以 上上 昇 した群 ( 以下 ､ 動

機 づ け上 昇群 ( n
- 2 3) ) と上 昇 しなか っ た群 ( 以下

､
動機 づ け非上 昇群 ( ∩

- 7)) と を分 け

て
､

全 て の 期間に記入され た記述を分析す る ｡ ま た ､
コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン行為 の 中 で の 動

機 づ けと い う こ と で
､

ポ ー ト フ ォ リオ の 中で も ､ 特 に ｢今 回の 活動 の 中 で の 他者 と の 関わ

り｣ に 関す る記述 と ｢ 今後行 い たい こ と ( 調 べ た い こ と ､ 不明なとこ ろ
､ 考えた い こ と な
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ど) ｣ に 関す る記述に注 目 した ｡ また 唆味な記述 に 関 して は
､ 他 の 項 目に書か れ た こ とも

参考に した ｡

動機づけ上昇群に見 られた記述傾 向

動機づ け上昇群 の記述 で は ､ 人と の 関わ りが
､ ガイ ダン ス 期 ･ 授業案完成期 より も

､
実

践期 に活発に なる パ タ ー

ン が多い
｡ 例 えばガイ ダ ン ス 期 ･ 授業案完成期 の 中 で

､
グル ー プ

や ペ ア の 子 と うまくやれ る か不安 を持 っ て い た り
､ 実際に意思疎通がう まく できて い ない

こ とや ､

ペ ア の 学生以 外 の 学生やチ ュ
ー

タ
ー

と関わ りが な い と い う こ とや ､ 積極的に活動

に参加 で きて い ない と い っ た ような記述が ある ｡ しか し実践期 になる と ､ 子 ども と の 関わ

り に 関す る記述が 多く なされ
､

どう関わ っ た か と い う事実だ け で は なく ､
どう関わ り た い

か と い う目標 を具体的に記述 して い る学生が多か っ た ｡ ま た こ の 時期 は ペ ア の 学生に加 え

子 どもや現地 の 教師と の 交流も活発に行わ れ ､
つ きあう人 の 人数も種類 も多く なる こ と が

推 察で き る｡ 以下 は動機づ け上昇群の 記述 で あ る ｡

学生 A

ガイ ダン ス期 : 今回僕は不 注意 で孝j _ ど_y _ ろ8
_S 参_

A
_

R
_T

.

_
% _ な _

A
_

i
_? 1 =

_

の です が
､ 同

じ班 の 人が カ バ ー してくれて とて も助か り ま した ｡ こ の ツ ケ を今後 の活動で 返

して い きた い で す｡

- これか らは班 の 人 に甘 え る の で は なく ､
自分 が み んな の

授 業案完成期 : パ ー

トナ
ー の 人 と は常 に意見を交換 しま した が

､ 章見が輿突
_
L

た とき自分と相手の どちらが適当な考 えなの か を判 断す る の が難 しく
､ 最終的

な判断 はチ ュ
ー

タ
ー さんや先生 に任 せ ると い う形に な っ て い ま した ｡ も っ と同

じ‡立 場 の 人 と意 見交換を した ほうが よか っ た と思 い ます ｡

実践期 : 実際に子 どもた ちを相手に授業 を行 い
､

ま た
､

たく さん の 時間
一

緒 に

- ペ ア の 人 と協力で きた ｡ お 互 い の 足 りない と こ ろを補え遊ぶ_S _t _ろS
_ でき_

fE _
.

… " _ _ … … = … _ _ _ " " " _ " _ " … … _ _ _ … … … _ "

た と思う ｡

-

子 どもた ちと遊ん だり
一

緒に授業 に参加 した ｡

-

子 どもた ちの 次

の 行動 を予測する こ と は 困難だと い うこ と を身 をも っ て感 じた ｡ ま た壮絶なケ

ン カ を した の に 1 0 分もすれ ば仲直り し て い るな ど
､ なぜそ の ようなこ と が で

- 1 5 -



きる の か
､ 不思議 に感 じる出来事が多々 あ っ た ｡

- ･

子 どもた ち の反応 を予測 し

授 業案を作る難 しさ
､ 実際に実行す る難 しさ

､
そ こ か らさらに発展させ て い く

難 しさな ど､ たく さん の 困難は あるが
､ それ を乗 り越 えて い く過程 で子 どもた

ちと の 相互 の 信頼感を育てて いく こ とが とて も楽
+
しい と感 じた ｡

学生 B

ガイ ダン ス 期 : 担当_q _4 1 ^ _ で孝 雄 L_ 令_? _T _ *
1

_ らず少 し焦りも感 じます ｡ 意見

を持 ち寄 る こ とが先決で あせ っ て い ると
､

何 もな い の に集 ま る こ と に急 い で し

ま い そ う です ｡

授業案完成期 : 8
_i _

5
_ れんf "

5
_
g? 反雀o チ ュ

ー タ ー さん に相談す る こ とがわか ら

なく て 戸惑 っ て い たが ､ 実際に きて くだ さ っ て 話 を して み る と案が進 んだ ｡ i _

れ を 4 人で できれ ばと痛感 した ｡ 4 人 で協力 して進 め る こ とが ､ 現場 で も活き

て く ると い う こ と ｡ 早く仕上 げる事ばか り に気をと られ て い た ｡

実践期 : 女子_

t享姓較臥
_
良_9 _ を担_ L T _

V) _5:_ とさ _ 舟E "

5
_ ? _

i
_9f _き_餐_

b
"q 史､

" 昼休み

誘_? :q _く_* !_ 垂よ_う] _

I
_
を? "

Ts _

A
_

i
_
､

_ _男子が_ラ_ i "
(

"Bg _* _* !_なむ-? IE _
. 他 の 異性 の授業

者 に男子 が な っ く の をみ て
､

こ ち らか ら親近感 を 持 っ よ うに し て い こ う と思 っ

宣o

-

子 どもた ちは思 っ た より も柔軟な考 え方が できて
､

6 年生 の想像 の 幅を

超 えた気 が した ｡ こ ち らがそ の 子 た ち の 行動や思考 を とめ て しまわ ない ように

す る こ と が難 し い と感 じた ｡

学生 C

ガイダン ス 期 : ( 他者と の 関わ りに つ い て) 特 に な し｡

授業案完成期 : ( グル ー プ の)
_

3
_ A 二子鼓し合_

v
_

l

_

.
= ミミ三 三 ケニ

_

-

t _ 冒-
{
_
t

_
S 鼻免

い ろん な意見が飛び交 っ た ｡

実践期 : 子ども_ど_逝4<だ9 _ 鬼生と話
_
し(I

_
.

"
a

" S 願允で自分旦5 "

9
_ 込_& _

,
_ _ 峯み_

ii.

の 顔 な どを覚えようとが んば っ た ｡ も っ と子 ども に近 づ く よう にす る0

-

担任
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の 先生 に とて もお 世話 にな っ た ｡ よか っ た 点や気 を つ け る点
､

明日 の 授業は こ

うなると い い なと い うこ と などを聞か せて い た だい た ｡
ペ ア の 先輩と い い 関係

がで きた ｡

･ ･ ･ ( 担当の 小 学校) 3 年 生 の 能力 に つ い て も っ と知り たし十｡ 生徒の

普段 の 関係 を見 て み る ｡

- 担任 の先 生と の蒔し合い
, 子どもたち

_
と少

_
L 琴

_
V
_

l

_
垂

をす る こ とが できた ｡

学生 D

ガイ ダン ス 期 :
-( 国_じ〕… グ∠ヒ_I _? . _(g? _A -

)
= 重きら蔓_t _4! _ ど麺_? _I _

V
_二重_A le-

:i ? _ ち _q lg:

やりやす か っ た です ｡

授業案実践期 : 令 _

B
_ _

t亭主8
_
I

" _

( 小学_

)
"

3
_年生_q 児童た与_t _ 関わ_? _

f? _
.

= 私埠頭檀助

8
_

I
_負_* 冬草え_T _F1

8
_

I
_ 出す_S _t _ をJ

_
i
_
1

重さけ_

f
_

I
_

.

- 昨 日 より も子 どもた ちも私 に馴れ

て きたせ い か
､ 男g? チ_ち

_
女q? 千_S 過. ? "

I
_ や_*

'

_
4!
_
ぶ _

i
" ? 阜 Y _

,

_t _

,

I _7
p

_

A
_
i

_多 _

(
"

tS _ ? 1 =
_

S _ _

5
"

8与展t;_られ阜.

｡ 3 年生 の 生徒 だ けで は なく ､ 朝 ラ ン ( 朝 の ラ ン ニ ン グ) の

と き
､

5 .
6 年生 の 児童や他 の ク ラ ス の 先生 とも話す機会が あ っ て よか っ た と

思う｡

学生 E

ガイ ダン ス 期 : 旦程_q 都合で参_

A
_

D
_ できみ_4

,

_ ? _ ち _q _

A
_

S
_撃金だ_ ? 1 =

_

0 M o o dl e で メ

ン バ ー の名前 を知る こ と は できた が
､ 実際に合 っ て ない の で

､ どみみ_A -串S
_セ) 垂

q)
_
串_

,
ユ
_
旦た自分_

A
_

1

;
_チ)

_T: 二 _7
p

_q
_
左針を理観でき 1 V

_
I

_ S_ろ三などlE - ? _

V
_ ) て_7F 安を感_q

fJ_

､ J

実践期 : 今回_iP _9 _ I " L 牽:? _香_ I _ 拷_

A
_
)

_
り_ なq)_ で_

,
_ 凍極的を吉名

_
敢を開き_

,
= 哩びi)

_

'iナ

る ように した ｡
シ ャ イ な子 どもが多い ら しく ､ 会話 を す るた め に は こ ち らか ら

の 話題 提供 が必 要 になる ｡ 明日以降も
-

人 ひ と りが何 に興味を持 っ て い るか を

考えな が ら話 しか けて い きた い ｡

- 自分の 働きか け次第で子 どもは変わ る !

- ( 中学) 2 _
年生_ 9 _ I "

i
_

.

_b _

fE _S _ i _ 請_L f
_

I
_ り_

,
" 3 _ 年生.聖子ど旦_とも話を- し7:I _

｡ 朝

の 部活や運動会の 長縄 ( に 参加 し) ､
担任 の 先生方 と打ち合わ せ を した ｡

- 今

回の 出会 い を よか っ た と思 っ て もら える ように積極 的に 関わ っ て い きた い ｡

- 1 7 -



以上 の 記述か ら ､ 動機づ け上昇群の 多く の 学生は ガイ ダ ン ス 期 ･ 授業案実践期 で は
､ 活

動 に参加 で きなか っ た こ とや ､ グル ー プ の 学生やチ ュ
ー タ ー と の 関わ り が少 ない こ と が 共

通 して読み とれ る ｡ また実践期になる と子 ども に関す る記述が増加 し ､ 詳細 に人 と の 関わ

り合 い や感 じた こ とが書かれ るように な っ た ｡ 以上 の こ と より ､ 人 と活動 をし て い て 楽 し

い
､ 仲良く した い

､ 他 の 人の た め に活動を頑 張り た い と い っ た動機 づ けは ､ 人と の相 互 作

用が 多い ほ どに 高められて いく こ とが わか る｡ 担当教員やチ ュ
ー タ ー が

､ なる べ く早 い段

階で グル ー プ活動が活発に で きる ように配慮す る こ と で ､ 学生 は長期 間 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ

ン 行 為 の 中 で の 動機 づ けを高 い 状態 で 維持 で き る の か も しれ な い
｡

一 方 で 高橋 ･ 小 川

( 1 9 9 6) は
､

実習期間中を通 じて さま ざまな心 理 的な ｢ 揺れ｣ を体験する こ とが教育実習

にと っ て は欠く こ と の できない重要なポイ ン トだと指摘 し
､ 実習期間中に ｢ ネガテ ィ ブな

揺れ｣ を体験させ るような計画をたて る こ と が ､ 教育実習を効果的なもの にする た め に求

められ る と提言 して い る ｡ そ の ような視点に た て ば ､ 実践期に 入 る以前に人 と の 関わ り方

な どで ｢揺れ る｣ と い う経験が
､
実践期の 動機 づ けに つ なが っ た と も言 えるだろう｡ ま た

､

特に子 どもと の や りと り の 中で
､ 子 ども の 理解が深 ま っ た り

､
こ れま で抱 い て い た子 ども

観 を良い 意味 で裏切 られ た りする こ と が ､ 子 どもと の 関わ り 方や子 どもと活動す る上 で 気

を つ ける べ き具体的な方略の 発見に つ なが る こ とが 示唆された ｡ 具体的に他者と どう 関わ

ればよ い か と い う手がか り が見 つ かる こ とで ､ 人 と の 関わり や活動 - の 動機づ けが高ま る

の か も しれない ｡

動機づけ非上 昇群に 見られた記述

動機づ け非上昇群の 記述では
､

ガイ ダ ン ス 期 ･ 授 業案完成期 ､ 実践期と全 て の 時期 にお

い て意欲的に他者 と関わ ろうと し ､ 動機づ け得点も高い 状態 で そ の ま ま維持 された ケ
ー

ス

( n
- 3) と

､
ガ イ ダ ン ス 期 ･ 授業案完成期 で は積極 的 に他者 と 関わ っ て い た が

､ 実践期 で

子 ども と の 関わ りが うまく い か なか っ た ケ
ー

ス ( n
- 2) に分 けられ る｡ 残 り の 学生 (∩

- 2

) は ､ ガ イ ダ ン ス 期 ･ 授業案実践期 で は ､ 活動 に参加 でき なか っ た り ､ グル ー プ の 学生や

チ ュ
ー

タ
ー

と の 関わ りが 少なく ､ 実践期 に子 ども と の 関わ りが増 え る ケ ー ス で あ っ た ｡

- 1 8 -



学生 F

ガ イ ダン ス 期 : - と っ ても緊張 しま した ｡ しか も私 が最上級生 なの で
､

どうい

うふう に話 し合い を して い けば い い の か
､ 少 し迷 い ま した ｡ でも草生Lj:_ あき

_
り

気に しす ぎず ､
思 っ た こ とを言 っ た り

､ 効率 よく み んなが気持 ちよく活動 でき

る よう に考えて ､ 必 要ならばリ
ー

タ
- シ ッ プもと っ て い ける ような感 じになり

た い と思 っ て い ます
｡

- これか らの 活動でみ ん なと仲良く なれ る と い い な､
と

感 じて い ま す｡

授 業案完成期 : 串互
_
V
_
'

泣暮見を_i _

V
_

1

_令? "i _
,

"

V
_

I

_

V
_) 感与で重し合え長.

｡
い ろん な

意 見が で て おも しろ い 授業が できそ うな気が してき た ｡

･ ･ ･

づア_q 人Lj:_硬極_P9]
_
I
_

ま と め てく れ る の で助 か ります｡ 下級生 が ぐん ぐん引 っ 張 っ てくれ る感 じが望

i " L V
_

I

_t _壁? "i _

V
_

l

_I_ ,
_ _ 隻_q 見で巨分_S _ し?_i

)
_
'

P"と_A _ とむ_

A
_

1

_* _ り∴ _
≡
_
i _Ff

_
f _ ケ ニ

シ ョ ン でき た の で はない か と思い ま した ｡

- 前半は グル ー

プ の 子 と の 連携の 取

り方が よく わか ら なく て イ ライ ラ した こ とも あり ま した .

-

後半i与良 ? _ て _
(

" S
.

と m o o dl e に も反応 が返 っ て く る ように なり
､

手応 えが で て きた ように思 い ま

す ｡ 私も出来 るだ け自分の 意見をい い つ つ
､ 他 の 人 の 意見を受 け入れ て いき

､

反対者_B ig)_ 嘩で_S _* _ 手q2 寿旦q)_長所を置9_てむ_E･
_象協案をIg _1 _ * _

ど､
コ ミ ュ ニ

ケ
ー シ ョ ン の 能力が 自分自身に も つ い た ように感 じます ｡

実践期 : ･ ･ ･

子ど
_
b _

T
_

I
_ちと旦享 馳 り_串き途

_
tA 8 !_ 負三 _t 7F _ く_嘆き

_
i
_
しf=

_
.

/
_?

o

= _ヒ-+ I _

q?_ A _t
_
ち
_
だセ

_
l

ギ牡良くー なi3 /IE _ と思せ_
l

凄_ 1 _

.

- 学年 で の 授業検討会も ､ 最終確認

もで きて4 1 △_q 連携串きグ}?
_
と澄ま_? _T _% 1 =

_
感 じ です ｡

-

(他 の 学校 で実践を し

た グル ー プ の 子 が) 反省要素を書 い てきて くれ て い た り ､ 疲 れ て い る だ ろうに
､

検討会]E _ も出席ーし_I _5:_ わ _T 鼻重なア_ド_

/
_

i
_1 _ ろを_

(
" * 1 =

_ _

9
" L T _

､
_ _ と2 _T _ち_@ _ 節_L

I _ )ゝ 凄_1 _

｡ 本当に あり が とう｡ 今回も ら っ た い ろ い ろな意見や反省 点をもと に ､

自分た ちの 授業も より よ い もの に なる よう に頑 張り た い なと感 じま した ｡

- 交

代交替 い ろ い ろ な先生 やチ ュ
ー

タ
ー さん に見て い た だきま した が ､ み なさん に

お褒 め の 言葉を頂きま した ｡ と8
_ち_

A
_

,
_くごミ7:g? _A _ ヒ協力さ "

i
_

Et
f'

4 L L
_ な_

A
_

S
_E '

_* _ 担 1 V
_
I

.

く こ と が で きま した ｡ 子 どもた ちとも
､

い ろ い ろ話 なが ら活動 を進め る こ と が

でき ､ 子 どもの 新し い
一

面を見る こ と が で きま した ｡
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学生 G

ガイ ダン ス 期 : -

どう い っ た 内容 に し て いく の か を検討 し始 めた と こ ろ で あ

る｡ こ れか ら の 話 し合い の 中で ｢ もの の 見方 の 転換｣ に 関わ る知識 に基づ い た

議論が 必要で ある｡ 他者の意見は知識に 基づ い て お り ､ 個人的に は ､ も っ と根
_ _

.
_ _l_■-■■■■■ - - 一 -･- - - -･ -･ - -･-l-llll■-l■-■-lllll-ll- -･- -･- - - - - 一

-

-llll
-

■
-

■
-

■■l
一 - --

■ll
-

■
-

-
- l

･
- - - -

lllll
- ■-

･
- -

■ll
~ ~ ~ ~ ~ ■

~

拠 の ある し っ かり と した意見を出 し て い か なくて は ならない と感 じた 0

･ - ク リ

テ ィ カ ル シ ン キ ン グに つ い て 調 べ て い きた い ｡ ま だ初歩的な段階なの で
､

授業

に生 かせ るような知識 を獲得 して い きた い ｡

- 知識不 足 を痛感 して い る ｡

- ま

ず ｢ も の の 見方の 転換｣ に関わ る ような知識 の 土 台を し っ か り と作 っ て い く必

要が ある ｡

授 業案完成期 : - グル ー

プ と い う形で は 初め て の 話 し合 い で した ｡ ( 自分た ち

の 授業 の テ
ー マ が) ブ レ イ ン ス ト ー ミ ン グで はない か と い う こ とだ っ た の で ､

知識 と して調 べ て 行か なくて は と思 い ま した ｡

-

巨分_q 考え重き塗_

V
_

l

_ ヒV
_

'

"
5

" S
_
と
.

を痛感 しま した ｡ 知識 の 獲得 の 必要性 を改め て感 じま した ｡

- ( 担当す る) 2

時間目は 具体的に どう進 め て いく か と い う こ とを個人 で 考えて
､

グル ー プ で集

ま っ て 話 し合う こ と になりま した ｡
ゴ ー

ル に持 っ て い けるよう な案を考 え て い

き ます ｡

- ( 授業案検討会を無断欠席 した こ と に 関 し て)
_
[ 時_ラ_～_4i そ

_
ラ_ L を

全くで きて い ない こ と に つ い て ､ 猛省 して
､

し っ か り と守 っ て い か なくて は な

り ませ ん ｡ 自分 は できて い な い の で
､

し っ か り と し て い か なく て は なりま せ ん ｡

- たくさん の 方か ら多く の ア ド バ イ ス を い た だ い た の で ､ 授業案 を考え る こ と

が できた の だと思い ます ｡ 大事な こ と に気付 かされる こ とが多か っ た です｡

実践期 : - ( 担当す る学校の) 子 どもた ちや先生方と初 め て 会 い ま した ｡ 先生

方 が子 どもた ち の こ と を真筆 に考え て い る様子 が伝 わ っ て き ま した . 準i吉 雄

q?_ 先生娃授業案_q )
_@ _導を_ L T _く_ 荏_a _

9
"

,
_ 1 =

"
(

_ _a _4 /
_q1 7 "

T '

:I _

i イ_ a _ を _L _T _くIi _

5
_ L

'

事立た_
.

‥ f _ ど _b 遭ヒLj:_ 給食_9 _唾剛与寿をL たP " 1 1 をS "

i
_ _

A
_

i
:E

h

_i _ 辛 _L fs.
.

- 自分

の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン能力の 乏 しさを痛感 しま した ｡

-

子 ども達 と の さらな る

交流 を して い か なくて はならな い と思 い ま した . こ ちらか らうまく話 しか ける

こ とが でき なか っ た の で
､

で き るよう に して い きた い で す｡

- 子 どもた ち の 意
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見が活発 に出る ような発言や行動 を して いき た い です｡

-

子 どもた ちと は少 しは交流できま した が
, も っ と積極的に交流 し て い く必

_ - N l 1 - - - - -■- 1 _ _ _ _1_ _ _ _ 1 _ _ _ J I _ _ _ 1 - - - - 1 -
- - - ■- - - I - 1 - 1 - - - 1 - - - - - - - - - - 1 Il l

- - - - - - 1 -

1
~ ~ ~ ー

- まだまだ話せ て い ない 子 が い たりす る の でも っ と話要歩き_b _ろ_ と昼ゝ _

l

_i _t J =
_
.

_ _ … " _ _ _ _ … _ _ _ " " " = …
_ … … _ _ _ " _ _ … " _ _ … _

_t < た_

9
"Tf

h

_ i _ 垂去_うIL= _i ,_ た _

V
_

,

:㌻す二｡

･ ･ ･ ( 授業案 に関 して) 先生方 に指摘され ､ 細

部 まで検討や予想 できて い ない 自分 の 力不足 を痛感 しま した ｡

- 明 日 の 授業に
_ ■

-

■l
- - - - - ■ - ■一

_ ■_ _lll _ _ _
- -

･
- - - 一 - - ▲ - - - - ■ - - - - - - - -- - - -･- - I･l~ - -･~ ~

~

ll
l

■
~ ~ ~ ~ 一 - - - - - - -

.
- - - ■

っ い て
､ 質問の 出し方や グル ー プ活動の 際の 言葉が けな ど､

-

よ り よ い 形で授

業が でき る ように し て い きた い です ｡

学生 F は ､
どの 時期 にお い て も ー

貫 して授業を
一

緒 に実施す る ペ ア の 学生 や
一

緒に授業

案を作成す る グル ー

プ の 学生と意思疎通がで きて い るか どうか確認 をしなが ら活動を して

い る こ とが わか る ｡ 特に自分が上級生だと い う こ とで
､ そ の 中で も上 手 に リ

ー ダ ー シ ッ プ

をと っ て い こうと い う動機 づ けが感 じられ る ｡ 授業案完成期 の 終盤 で は そう い っ た 関わり

をして いく 中で ､
コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の 能力が 自分自身 に つ い てきた こ と を実感 し
､

実践

期 で は ,

一

緒 に活動 して きた学生 の た めにも ､ 子 どもの た めにも よ い 授業 を しようと動機

づ けが高 い 状態で維持され た こ とが推察され る｡

学生 G は ､ 自分か ら積極的に他者に 関わ る と い う姿勢は少な い もの の
, 他者の 意見や行

動か ら
､

自分 に足 り ないも のや こ れか ら取り組み た い と思う課題 を 的確に見 つ けて い る こ

とが伺 える ｡ 記述の 中には ｢ 自分 には ･
-

が足り ない｣ ｢ でき て い ない｣ な ど の ネガテ ィ ブ

な表現 が目立 っ た が ､ それで 終わりにせ ずに グル
ー

プ の 話 し合 い か ら手本 と なる姿勢や意

見 を積極的に採り 入れ ､ 次 の 自分 の 目標に つ なげる こ と が でき て い る こ と が動機づ けを高

い レ ベ ル で維持でき て い る要因なの か も しれ ない
｡ 特に実践期 で は現地 の 教師や子 どもと

の やり と りを通 して 多く の 課題 を発見 して い る ｡

学生 F と学生 G は共に 自分自身 の ｢ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力｣ に つ い て ､ そ れぞれ ｢ つ

い てき た｣ ､
｢ 乏 しさを痛感 した｣ と相反す る評価を し て い るが

､
こ の 場合 にお い て は 自

分自身の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能力 をど の ように評価 した と しても ､ 動機づ けが下が る こ と

は なか っ た ｡

学生 H

ガイ ダン ス 期 : 初 めて話す と い う こ ともあり ､ 最初は構 えて しま っ た と こ ろも

あるが
､ 話 しやすい 子 で 正直ほ っ と した o し二っむ_り_ 5 _ 応を返t( _ I "

(
_ れ且q)_ でさ _

ー 2 l -



発言が しやす い
｡ しか し私ばか りだ けで なく ､ 相手 も発言 しやす い ように して

v
_ ) むみ_ち

_
I _

t
_S シ_

l

_q _

t
_
i

_

V
_

l

"

i
_ iR ? 1 =

_
.

- 正 直 ス タ
ー

トは気が重か っ た た め取りか か

り は今イ チ だ っ た ｡ しか し､ 活動 を考える の は と て も楽 しく ､ 何 を した ら子 ど

もたちが飛 び つ い てきてくれ るだろうと考える と
､

い ろ い ろなアイ デ ィ アが 浮

か んた ｡ 実地研 究以外 に重視す べ き こ と がある の だが
､ それが なか っ た ら どれ

だけで もそ の こ とを考 えて い た い 気分だ っ た ｡

授業案完成期 : v
_ ) ら_

V
-

I

_S _
を書見を_i _ わす_S _と_

A
_
S

_
でき､ 実際に布 ( 授業 で使う教

材) を見て 話 し合うな ど できた ｡ 今の と こ ろ順調 に進 ん で い る の で はない か な

と思う｡

実践期 : 授業案 を進め るうえ でモ目方"
(
_
i
_
7 _q2 子_

)
_ _ t Lj: "

5
"i
_
く
_
?
_
L 9

_ _2 上をとれ

て い た と は い え ない ｡

- お 互 いうまく フ ォ ロ
ー

で きて い なか っ た よ うに 思う ｡

-

子 どもた ち の 対応 に つ い て は慣れ て い る つ もり だ っ た が
､ ( 幼稚) 園が違う

と子 どもたち - の 対応も改めて考えさせ られた o 準定_q 子_ どS _ _t _q 周 * _ _

9
"

A
_

S月.

重 _79 始_ 軌T _セ) _S _
.

"

･

:
･

_粒食_q? 殿星q? "

9:_
/V_I _7:q2 剖妄_A _ ? _ たが_

,
_ _取ずむ_L _

A
_

,

_ ? j s _e2

しく なか なか こち らと話 してくれなか っ た｡

･ - 最終 日に先生 の い ない と こ ろで

子 どもた ちが もめて しま い
､ そ の 対処に 困 っ た り ､ 対処 した けれ どもそ の よう

な対処 の 仕方で よか っ た の か 自分 で は わ か らない
｡

- 戸惑 い なが ら子 どもた ち

を眺め て い る しかできない 自分がい たo

学生 Ⅰ

ガイ ダン ス 期 : どう して も自分 の 意見を主 張す る こ とが得意な人 の 意見は ｢ 聞

こ える｣ が ､ 主張がうまく ない 人 ､ 自分 の 考え をま とめ た り意見を言 っ た りす

る の に時間が かか る人 ､ 相手 の 発言を尊重 し ( す ぎ) て い る人 の 考えを聞く こ

と が あま り でき なか っ た . それぞ_～_

8
_

I
_ 昼ゝ _

'

_? _i _ i _ を尋_* _T _ 峯た_S _ql q)_

,
_ _自分旦

含め て ｢ しや べ れる人｣ 中心 の 話 し合い にな っ て い た ｡ 話 し合い の 中で は そ れ

ぞれ の 発言でき る場 を持 つ とともに
､

それぞれも ､ 相手の 言葉を聞く気持ち
､

自分 の 思 い を話す気持ちを意識的に も っ て挑 ん で は どうか と思う｡

･ -

そ れ ぞれ
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の 思 い や個性を活か して 活動を進 めて い く の は大変だ と思 っ た ｡

- しか しそ の

ような中だ か ら こ そ
､

どんな こ とが でき るか
､

どんな経験 を子 どもた ち に与え

る こ と が でき るか
､ 自分た ちが どん な学 び を得 られ るか が楽 しみ に も思えた ｡

授業案完成期 : グル ー プ で集ま っ て 検討す る際､ それぞれq)_ 貴兄を_ 亘V
_

l

_
令_

v
_

'

∴ .

開きa ? _ て,
"

_ゝ
1

_
V∴養L_ 令_

v
_

'

_

A
_

SIE
h

_ きた_t 旦う_
.

･ ･ ･

( 活動を無断欠席 した) 反省 点

と して ､

- や っ て い る時は真剣 にや っ て い る つ もり だ っ たが
､ 締 め切りや種 々

の 区切 り を前に
､ 詰 めが甘か っ た こ と に気付く こ とが多々 あ っ た ｡ そ うい っ た

と きに
､ グ∠ヒ_7 _7?_q)_ 人里言送丞をむけJ

__
助LJ

_
て旦

_
ら_ ? jq ｡

- グル ー プ で行う活動

は 時間や決ま り をきちん と徹底 し
､ 責任 をも っ て 行わ なけれ ばならない こ と を

痛感 した ｡

- 先生方∴ _ f _ 王 二 _? ニ q)_ 方旦与杏里8
_

I
_ 嘩_1 身重で真え_I _

V
_

l

_ ただ_! _
､

そ

れ が本当 に嬉 しく ､ あり がたか っ た ｡ 他 にもグ∠ヒ_7 プ.P _ 人里与_i % - て _

b
"E ?_

? i:I "
9

_

_t < たの で
､ 自分は こ こ ま でや っ て これた ｡ 自分も グル ー プや全体 の た め に

､
で

きる こ と をして いきた い
｡

実践期 : 学校 で は子 どもたち の 方 か ら ､ 私た ち に興味を持 っ て 関わ っ て きて く

れ
､
む しろ S _ ち_5 _

A
_ミ気後れ_ら_T _

V
_

'

_ た｡ 学硬で_牲t# _極的1

8妄_良? _ て _ゝ
'

_

f
_
I

_ よ _

5
_
8

_与∠乳う_

0

体調も整 え て も っ と積極的に関わ っ て い きた い ｡

･ ･ ･

_(撃葦_
P
_
i

_

I
"
5

"i _
(

"

v) _孝三ず旦与

悔 し涙 をみ せた子 どもと の やり と り に つ い て) そ うい っ た 子 ども - の 配慮に つ

い て ､ ど の ように した らい い か な ど考 えて い きた い ｡

学生 H ･ 学生 Ⅰ ともに
､

ガ イ ダ ン ス 期 で は 自ら積極的 に意見を言う姿勢が 見 られ
､

人 と

の 関わ りや活動に対す る高 い 動機づ けが感 じられ る｡ 授業案完成期に お い て は ､ 学生 H は

ガ イ ダ ン ス 期 と同様 に
､

ペ ア の 子 と順調 に活動 を進 めて お り
､ 学生 Ⅰ は活動 に無断欠席す

ると い っ た 失敗 をす るもの の
､ 周り の フ ォ ロ

ー の お か げで グ ル ー プ の 人 の た めにも頑張り

た い と動機づ けが高められた ようだ｡ こ の 学生 2 人 は比 較的高 い 動機 づ けを維持 して い た

と考えられ るが ､ 実践期で は ペ ア の 子 と意思疎通 がう まく い か ない こ とや ､ 子 ども と どの

ように 関わ っ た らよ い か苦悩す る こ と を経験 して い る ｡ 二 人とも特に気 に な っ た子 どもの

様 子 に つ い て詳細 に記述 してお り特定の 子 どもに つ い て 考察して い る｡ しか し具体的 な対

応 に つ い て は記述 されて い なか っ た｡ 最終 レ ポ ー

トにもそ の 子 どもた ちの 様子や考 えた こ
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と
､ 対応 の 仕方 に つ い て と て も具体的に記述 して あ っ た こ と か ら

､ 自分 で は解決不 能 な出

来事に遭遇 し ､ 動機づ けが 低下 して しま っ た の か ､ も しく は特定 の 子 どもが気が か り に な

り
､ 他者 と の や りと り が制限された 可能性 もあるだ ろう｡ 実践期 には

､
大学 の担 当教員 ･

チ ュ
ー

タ
ー

は学生 か らそ の 日 の 報告を受 け ､ 問題や連絡事項等 の伝 達を行 う検討会 が ほ ぼ

毎 日実施 された ｡ しか し検討会 で の や りと り は主 に授 業案の 実施に つ い て で あり
､

一

つ の

事例 に つ い て 長く時間を割く こ と は なか っ た ｡ そ の他 の 自由時間に つ い ても多く の 学生 が

授業案の 最終調整に かか り
､

学生
一

人 ひ と り の 疑問や問題が 十分に あ っ た と は考 え られ に

く い ｡

学生 J

ガイ ダン ス 期 :
_

1
_ 国 _ L A

_

,

_

i
_
8
"L 合斗_

l

]? _ L_てな
_

U
_

l

_
Ll

_ ど､ ち や ん と自分た ち の 意見を

交換 でき た と思い ます｡

- 集 ま る時間の 確保が難 し い
｡

授業案完成期 : 奉_L _i _

U) _ を廼_L fE _i _ 最愛堕そ_t<1 =
_ 旦 _ 時圃

_
P _都合上､

= 垂 _L 合_

v
_

l

_ り

場 を あ ま り持て なか っ た ｡

実践期 : 子ど_b 遭と半_

a
"

J A
ff;_I _行動を_A _L=

_ _

L
_ ま _L _

f
_

I
_
｡ な の で 三主ヱ _ f _ ケニ _

-

{ 弓 _ Y .

i
_3 多_

(
" と_ 水た _q :E

h

]主なせ) _

A
_

,

.

と思 い ます ｡ 軽業寿_q?_検討でjも_ _ づア _q _A _ とも章_A

交換を発v
_

I

_ i " L fE ,
｡

- 子 どもた ちと ふれ あう機会 が あま りなか っ た の で
､

と て

も い い経験 に な っ て い ると思 い ます ｡ 残 り も楽 しく 学ん で いきた い と思い ます ｡

･ - 積極 的に子 どもた ちの 中に入 っ て い き声か けを行 い ま した ｡

学生 J と 同様 に得点が 上昇 しなか っ た もう
一

人 の 学生 もガイ ダン ス 期 ･ 授業案実践期 は

他者 と の や りと り に 関す る記述が少 なく
､

実践期 にな ると 子 ども に関す る記述が 増加 し
､

積極 的に 子 どもと 関わ ろうとす る様子 が感 じ られ る｡ しか し
､

こ の ようなパ タ ー ン の 学 生

の 多く は
､

ガイ ダン ス 期 ･ 授業案実践期の 動機づ けより も ､ 実践期 の 動機 づ けが 高く な っ

て い た の だ が
､

なぜ こ れ ら の 学生 の 動機 づ けが上 昇 しなか っ た かは
､

ポ ー ト フ ォ リ オ の 記

述か らは 明 らか にす る こ とが でき なか っ た ｡
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2 - 2 達成感

次に実地研究 3 期間にお ける達成感 に対す る学生の 変化がみ られ るか どうか を検討する ｡

達成感 の 下位尺 度得点を従属変数 とす る対応 の ある 1 要 因分散分析 を実施 した . そ の 結果 ,

実地研究中の 時期 に よる有意な主 効果(F (2
,
36)

- 5 .0 7 8 , p 〈
. 0 5) が 見られ た . 多重比較 の結果 ､

ガイ ダン ス 期 と授業案完成期 ･ 実践期 に有意差( 共 に p く. 0 5) が見 られ た ( T ab al e 4) 0

T a bl e 4 実地 研究 3 期間 にお ける達成感得点 の 変化

ガイダン ス 期 授 業 案完 成 期 実 践 期

ガ イ ダン ス 期と授業案完成期 の 間 ､
ガイ ダン ス 期と実践期の 間に有意差 が見られた こ

と に よ っ て ､ ガイ ダン ス 期 よ りも授業案完成期 ･ 実践期にお い て
､ 学生 の ｢ 達成感｣ が高

い こ と が示 された ｡ 授業案完成期で は約 3 ケ月 か けて練 っ てきた授業案が形に な っ た こ と ､

実践期で はそ の授 業案を現地 の教師等と最終案に し実際に授業を実施す ると い う大きな課

題が あ っ た ｡ 授業案完成期 と実践期の 間に有意差が見 られなか っ た こ とか ら､ 学生に と っ

てそ の どち ら の 課題も貴重 な体験で あ っ た こ とが推察され る｡

さて ､ 上述 の 分析で は
､

3 つ の 期間で の ポ
ー

ト フ ォ リオ に全て 回答 したも の が対象とな

っ て い る｡ しか し､ か なり の 人数が欠落 して い る｡ そ こ で ポ ー トフ ォ リ オ の 自由記述項目

の 分析対象を活かすため に ､ 実地研 究中の 時期と達成感に対す る得点 に関 してく り返 し対

応の ある t 検定を行 い 有意水準の 調整 を行 っ た ｡ そ の 結果 ､
ガイ ダン ス 期 と授業案完成期

- 2 5 -



(I( 1 8) ニー2 .7 7 8
, p く.0 5) ､ 実践期とガイ ダン ス 期 ( t( 2 9) ニー4

.8 3 2 , p く
.0 0 1) と なり 2 期間 で有

意な差が 見られ た ｡ そ こ で
､

ガイ ダ ン ス 期と 実践期 の 得点で 1 点以上 上 昇 した群 (∩
- 8)

と 上 昇 しな か っ た群 ( ∩ - 2 2) と を分けて
､

全 て の 期 間に記 入 され た記述 を分析 した ｡ ま

た ､ 達成感 と い う こ と で
､

ポ
ー

トフ ォ リオ 項目の 中の ｢ 今回行 っ た こ と ･ でき た こ と｣ ､

｢ 今回考えた こ と ､ 思 い っ い た アイデア｣ に書かれ た記述 に注目 した . また 唆味 な記述 に

関 して は
､ 他 の 項目 に書か れた こ とも参考に した .

達成感上昇群に見 られた特故的な記述

達成感 上 昇群 の 記述 で は ､ ガ イ ダン ス 期 ･ 授業案完成期 ･ 実践期の 全 て の 期間で ､
｢ で

き た｣ ､

｢ で きな い ｣ と い う事 に つ い て の 記述 が され て い る が
､ 授業案完成期 と実践期 で

は ､ 成功や失敗 い ずれも記述され る こ とが あり ､ 特に ｢授 業を して 手応 えを感 じた｣ と い

っ た ような成功体験と ｢授業が うまく い か な っ た｣ と い う失敗体験に つ い て多く 書かれ て

い た ｡

学生 K

ガイ ダン ス 期 : 第 1 回 の 話 し合 い で は ､ 顔合わ せ ､ それ ぞれ の 考え る ｢ もの の

見方 の 転換｣ に つ い て議論を しま した ｡ 先輩と も顔合わ せでき て 良か っ たで す｡

担当学年 も問題 なく 決 め る こ と がで き ま した ｡

実践期 : - 中学校 に行き ､ 給食を
一 緒 に食 べ た り ､ 授業 を見学させ て い ただ い

た り した ｡ 不 覚にも昨日ま で 高熱を 出 し て い た 関係 で本調子_t _Lj:_ 言え凄旦4 /_ で

した が -

0

- 1 時間目 の 授業を行 っ た
｡ ラ

_
i " 4 _ Y _ と

-

_t ア _? _? _q)_部分_

A
_

S
_ ラ_ 辛 _

(
"

V
_

I
.

ろ1

, な_

A
_

,

_ ? 1 =
"

9
_ さ _ 月食なさ旦ヂlE _@ _業を_i _I _i ,

_
事2 たり∴ _ 反省_9 _i _ 暁で_ L f

_

I
_
｡ 先生

方が授業後の 反省 の 時間を 2 時間半もと っ てくださり感動 し
､ 嬉 しか っ た｡

2 時間目 の授業をさせ て い た だきま した ｡ 1 時間 目 の 反省 を踏ま えて 堂 々
､ 楽

しく授業 をす る こ とが で きま した ｡

学生 L

ガイダ ン ス 期 : 担当の 学年 ､ グル ー

プ決 め ､ 授業に 関 して の 簡単な話 し合 い
｡

共 同絵画 を用 い た コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 授業と い うテ ー マ で パ ッ と 思い っ か な
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串_

,
_? _

fE _

の です が
､

｢ 共 同絵画 をする過程 に 目的を置く｣ と い う の が 1 つ と
､ も

う 1 つ は ｢ 絵画を した もの を使 っ て 何か をする こ と に 目的を置く｣ こ と ､
こ の

2 つ が考 えられ る の で は ない か なとメ ン バ
ー

に話 しま した
｡

授業案完成期 : 授業案 の 改善､ 提 出｡ 準備物の 確認 ｡ 提出前 で は ､ 僕が ム ー

ド

ル ( M o o dl e) で確認 でき ない 中､ わ ざわ ざ連絡 を し て も ら い 内 容 に つ い て の

や りと りが で き ､ グル
ー

プ活動 を実感 で き た . 全員:g 二境仁 _EB _* _

t
_

?
_

V
_ 亡なが らも ､

そ の ようにや りと りす る こ と で ､ なん とか完成ま で た どり つ けた ｡

実践期 : 1 日 目 の 授業｡ 大 きな流れ は ペ ア の 人 と打ち合わ せ を した とお りに だ

v l た い 進め る こ と がで きた と思 い ます ｡

-

導A _q _

j
=

} _ f _ ど _? _t _ V = _

-

_t _

3
"
Y _q)_部分

で少_し
_
# _ 明を国運えた_t _ i

_
うがあ_りーS _ _L fE _

0 ( で も結果的に) い い 経験を した

と思い ま した o

- 2 日目 の 授業実施 ｡ 教室を 回 りなが ら子 どもた ちに フ ォ ロ
ー

ができた よう に思 い ます｡ 授業が終わ り ､ ひ と まずほ っ と して い ま した ｡

- ペ

ア にな っ て活動 して もらうときな ど､ 多少巨分_

fE 与q)_ 予墾七遷
.
え_

i
" S 旦孝S

_ でて

主要_ L T
_

I
_

が
､ 結果的に は子 どもた ちは

､ 絵を こ とばで詳 しく説明す る こ と の 難

しさを感 じ てくれた よう に思い ます ｡

学生 M

ガイ ダン ス 期 : 中学校組の 初顔合わ せ を して
､

学年 の 担当者 を決め た｡

-

メ ン

バ ー

それぞ れが
､

_[ _S _q _q)_ 見方_q 塵.換J
"

8与_ ? _

V
_

I

_ て阜i_負_
A
_
t ∴ _@ 聾す_ろ_ i

"
i

_

_
A
_
S

足P _ _

ti _

V
_

'
_

の で
, 次回の 話 し合い まで に ､ 興味が ある こ とを調 べ た り ､ 勉強 して

く る こ と にな っ た｡

授業案完成期 : 2 5 日 に授業案を提出 した ｡

- 2 8 日 の 授業案検討会 で発表 し
､

指摘 された と こ ろ を中心 にもう
一

度話 し合 い を した ､ 手 直 し した授業案を確認

して もらい ､ 3 1 日 に最終案を提出｡

- 撃業案旦考_A _S _ ヒi _を与_
,

_ 長島た_

V
_

'

_ i _ と

在どを_* _i ( "
(

_ 考え_1 1ぎて} _

l

_T _
､

=

V
_) L

'

アイ_デj "7 _

A
_

S登ろ三t_i _

is _

A
_

,

_ ? 1 s ｡

- 考えられ

なくな っ て しま っ た ときは つ ら い と感 じた ｡ で も ､ も っ と楽 に考えれ ば い い の

だと気づ い て
､ 自分の 中で簡単に考えた ら

､
アイ デアが 思い つ く ように な っ た ｡
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･ ･ ･ 連 日遅く ま で話 し合 っ て もをむ
_
fi _

A
_三貴とき_らず大変_

fi ? 1 =
_

け ど ､ なん とか量

終案やプ リ ン ト類 を仕 上 げる こ とが で き て よか っ た と思う｡

実践期 : 1 時間目 の 授業 を した o 初 めて授業 を した の で
､ 緊張_L _T _ i _直_A _4 /

_i _

_

D
_ 覚え_I _

V
_1 如 _

l
｡

- ･

_

5
_ 享 -

(
" 与_とを運長S _ とがで_% _な串_

,

2 _

fE _ しし 自分た与で軽業

案を_S _% _4 ! "t音S _

1
_

k
_i (_ きれ_

T L
'

_な串
_

,

_? _

fE _q )

_
で,

_

_
つ
_
i? げ各 _

I
_ と _

i)
_

S
_ ? _ きな_

A
_

i
_? 1 =

_
. で

も
､
生徒た ち は真剣 に取り組 ん でくれ て本 当に嬉 しか っ た ｡ 先生た ちも長 い 間 ､

授業案を検討 してく れ て
､ 嬉 しか っ た ｡

- 2 回 目 の 授業 を した o メ イ ン じ や な

か っ た こ ともあ っ て か なり楽に で きた ｡

- 授 業自体は み ん な楽 しん で活動 して

くれて よ か っ た と思う｡ でも ､ 革も_L _S _

V
_1だ与すニチ経*

_
?
"
T _ し阜?

_
ち_

,
" * _E?_セ) が

ずれ_T _ し阜? "

fs _S 上Lj:
_ _

i
"T _S _* _金だ_? _

f
_

I
_

｡ 楽 に できた こ と は よか っ た け ど､
_

5
_

まく い か な い と い う こ とを感 じた ｡

- と りあ えず ､
無事 に授業を終 え る こ とが

学生 N

ガイ ダン ス 期 : とり あ えず ､ 音楽 で コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン と い うの が あま り想像

でき なか っ た の で
､ 自分が した い と思 っ た こ とや

､
思 い つ い た事 などを挙 げた ｡

- ( 私が 心 理学専攻の コ ー

ス だ か ら) ｢ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン っ て 何 ? ｣ と聞か

れ た け どは っ き り答 える こ と が で きなか っ た ｡

実践期 : 今 日 は授業を した ｡ ( 目新 し い 教材 を使 っ て 授業 を した の で) - コ ミ

ュ ニ ケ
ー シ ョ ンカ を育て ると い う目標 を達成 できずに た だの遊 びみ た い にな っ

て しまわ なか っ た か と終わ っ てか ら不安で あ っ たが
､ 帰 り の 会 で ｢ 僕が上 か ら

ボ ー ル を打 っ たら先生が下か ら返 してきて 楽しか っ た｣ など の コ メ ン トをもら

い
､ 気づ い てく れ て い る の だと嬉 しか っ た ｡

- 授業後半の 楽器演奏で は - ･ チ ュ

一

夕
- さんや担任 の 先生にも手伝 っ て い た だい て

- グル ー プ活動 は思 っ た より

- 2 8 -
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学生 o

ガイ ダン ス 期 : ( 今回行 っ た こ と ､
で きた こ と に つ い て) 把握 で きて い る こ と

と 出来て い ない こ と の 確認 ｡ 授業案作成 の ため の 資料 に つ い て な ど の 情報交換 ｡

- コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン と い うような言葉を 出さずに ( 自然 に) 能力が高ま る こ

とや ､ 大切 さに気づく ような こ と を考え た い
｡ 不安 をか なり持 っ て しま っ たが

､

何で も出来 るん だな ､ と い うよう
+
な期待 も持 っ こ とが 出 来た ｡

実践期 : 子 ども - の 苦手意識が少 し払拭された ｡

- 実際に授業 を行い
､

担任 の

先生に感想や助言をい た だい た ｡ 担任 の 先生が と て もほ め て くれ て
､ す ごく嬉

しか っ た ｡ 細か い と こ ろま で つ めた 甲斐が あ っ た と感 じ
､

報わ れた気 が した ｡

- 児童達 が ､ 自分た ちの 想像以上 にく い つ い てくれ ､ 集 中を切 らさず取り組 ん

で く れ て驚 い た ｡ 導入 の 成功を感 じる こ と が で きた ｡

- 2 時間目 の授業を行 っ

て ､ 先生 か らい ろん な指摘 をい た だい た . 1 時間目がうまく い っ た の で
､

目標

を高め にも っ て 実施 した の だ が
､

児童 がお疲れ モ
ー

ドと い う こ ともあ り ､ 普通

に 終わ っ て しま っ た ｡ で も当初 の 計画的に はうまく い っ た ｡ 最筆
_
q 渡り_ 返P "TgT

q) "
P

"
i,SIE

h

_ a " ? _

fE
_

,

_
_『日算_?

A

_q)
"
I

_

_
t IE

>

_ S _ つ _

fs _

A
_

i
_ S "

I
"t _

A
_

i
_ b _ 垂』_ _t_

U
_

I

"

5
" S _ラ_

t
_

j:
_ も野

を伝 え る の が うまく い かず ､ も っ と 上手 い伝 え方が あ っ た と思 っ た ｡

以上 の 記述か ら
､

達成感 上昇群の 多く の 学生 はガイ ダ ン ス 期に は ､
グ ル ー プ活動の 中で

何 か を成 し遂 げた経験が少 なく ､
で きた こ と に書か れ た記述も ｢ 決 定 した｣ ｢ 話 し合 い が

で きた｣ ｢ 意見が 言えた｣ と い っ た決 し て 質の 高 い 達成 と は言えない もの で あ っ た ｡ 授業

案完成期 で は ､
できた こ と と して ｢ 授業案の 提 出｣ ､

｢ グ ル
ー

プ活動｣ ､
でき なか っ た こ と

と し て ｢ グル ー

プ活動｣
､

｢ 授業案作り の 中で ア イ デ ア を 出す こ と｣ に つ い て 述 べ られて

い た ｡ また授業案実践期 には
､

できた こ と でき なか っ た こ と ともに ｢授 業の 実施｣ に つ い

述 べ られお り ､ そ の エ ピ ソ ー

ドの 詳細や学生自身が ど の ように感 じたか が細かく綴 られて

い た ｡ つ ま り授業案完成期と実践期に は
､

失敗も成功も経験す るがそ の 体験が学生 に と っ

て 非常 に価値 あ るも の と して 認識 され ､ 達成感が 高く な っ た こ と が考 え られ る｡ また学生

が活動 をうまく進 められない ときや ､ 失敗 をして 落ち込 ん で い るとき に励み になる の は
､

現地 の 担任 の 先生 の こ とばやチ ュ
ー

タ
ー の 関わ りで あ っ た こ とも多く の 学生が記述 して い
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た
｡

お そ らく授業案作成や実施 には
､

専門的な知識や経験が必 要と されるだ ろう｡ そ の 中

で 学生が思 い 通 りに 目標を達成す る こ とは難 しく ､ 失敗す る こ とも多く あ るだ ろう｡ そ の

失敗経験に つ い て
､

教師やチ ュ
ー

タ
ー か ら の ア ド バ イ ス や的確な指摘は 学生 の ｢ で きな か

っ た｣ と い う認知を低下させ て い る の か も しれ ない
｡

達成感非上 昇群に 見られた記述の 特徴

学生 F

ガイ ダン ス 期 : ミ ー テ ィ ン グで は
､

グ ル ー

プ決め を行 い ま した ｡ 今 日 の話 し合

い で は ､ 共同絵画を ど の ような形 で進 め て い くの か
､ 概 要を話 し合 い ま した ｡

-

今日 は初 めて に し て は結構 い い感 じで話 し合い がで きた と思い ます｡ 私は( 千

どもの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を高め る) ボラ ン タリ ー な活動 をして い る の で

活 動 の 主旨や概要 は理角牢で き て い る つ もり です ｡ そ して ､ 話 し合 いや これか ら

の活動の 中で も､ そ の こ と が少 し で も役に 立 つ ように して いき た い と思 っ て い

ま す｡

授業案完成期 : 授 業案完成 ∩ 感想用紙完 成n

-

準備物 申告完了 ｡ とり あえず授

業案 を出 して ほ っ と しま した ｡ 添削 して くだ さ っ た チ ュ
ー

タ
ー さん に感謝 です ｡

あ ま り にもす ん なり と通 っ て しま っ た の で
､ 壁を与

_
S 真もあ_? _I _

,
" _

r
_S んなq? で

よか っ た の か な｣ と い う感 じも して い る
､ 複雑な気持ちです｡

実践期 : ( 授業の) 最初 の 導入 の ′J ､ 芝居 は全然緊張 もなく ､
い つ も通 り の 感 じ

で 出来ま した n 子 どもた ちの 食 い つ き も よく ､

-

と っ て も い い 感 じで授業を始

め る こ とが 出来 ま した ｡

-

しか しどう しても自分で 考えて想像 して描くと い う

こ とが苦手 な子 どもが い て
､

_

1
_ 時_

RB _目] _

i:
_ 但_b _

T
.

_
普
_
なせ) 董卓

_
級
.
わ2

_
i

_
し阜セ)享_ら

.

f=
_

.

･ ･ ･ 担任の 先生に相談 した と こ ろ
､

- 声 をか けなが らできそ うな こ とをや っ

て いく ような形をと る の が い い ようだ っ た の で ､ あま り話 しか けすぎない で ､

自然に 2 時間目をは じめ ま した｡

2 時間目は ､ み んなが参加 でき る活動に なり ま した ｡

-

班 ごと にうまく話 し

合 い なが ら
､ 活動 を進 めて い た こ と に驚きま した ｡

- コ ミ ュ ニ ケ シ ョ ン が とれ

る ような話 し合 い が 予想以 上 に でき て い て
､ すごく感激 で した ｡ 活動後の 先生
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と の 反省会 は ､ お 褒め の 言葉もい た だき ､ 子 どもた ちもとて も諜= ノ ん で い た よ

こ の 学生 はガ イ ダ ン ス 期 に ｢ 活動の 主 旨や概要 は理 解で き て い る つ もり で す｣ と い う記

述が され
､

こ の 時期 には ｢ とにかく知識 が い る ､ 勉強 しなければ｣ と い っ た記述が 目立 つ

中､ とても特徴的で あ っ た ｡ 実地研究と 同 じ主旨の 活動を行 っ て い るた め
､

ガイ ダン ス 期

か ら具体的 な目標 を立 てやすく ､ そ の こ とが 達成感 に つ なが っ た の かも しれ ない ｡ 授業案

完成期 ･ 実践期 に お い て も ｢ できた｣ ｢ や りき っ た｣ と感 じた こ と が多か っ た こ とが 伺わ

れ ､ 時期 に 関係 なく達成感が高か っ た の で あろう｡ 実際の 得点も平均 より高 い ( ガイ ダ ン

ス 期 ､
実践期それ ぞれ

､
9 . 7 5 , 8 .7 5) ｡

学生 p

ガイ ダン ス 期 : - A _ 享_

9
" @ -% _ 案野責封主でき享旦4!_ で _L fs

.
が

､ 音楽科 の 先輩 とチ

ー ム を組ん だの で ､
こ れ か ら先輩 の意見も参考 に させ て もら い なが ら

､ 話合 っ

て い こう と思い ま した ｡ 音楽を使うと い う こ と ですが
､ 弔章_

,
" F _S _蕃や_

,
"ラ_ 慕

v
_) ゝ _ _T _i _串S

_あ_i _り_b_E?_ われ曳U
_

I

-孝三も_L れなセ)g? _T
+

_

,
" 皆で狂う_

､

"
とL

l

_? _
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授業案完成期 : 音楽科の 先輩にたく さん 教わ り なが ら授業案を作成 しま した ｡

- 最終的な案は始め より もだ い ぶ 変わ りま した ｡ 始担_q _ち_ P _ S
"
9
_

_b _

-

{ _ { _ プ～ヒ_? _

､
.

担導_L _e _ 1 _セ) _S _q -L= - な旦享_
L7:I _

. は じめは
､ 時間内にたく さんや ろうと し て い

た の ですが
､

中身は シ ン プ ル で作業に追わ れず子 どもの 様子 が みれそ うなも の

に変 わりま したo

実践期 : 先生 と授業案に つ い て話 し合 い をした時 ､

- と い う話を 聞い た の で
､

うまく自己表現の で きない 子 がたく さん で て く るか も しれ ない と思 い ま した ｡

- 私た ち が 見本を見せ る こ とや ､ 気 を配 っ て声 か けを し て いく こ と を して い こ

うと考えま した｡

- 1 時間目の授 業をや らせ て い た だき ま した ｡ 大きな皐任な

どはなく ほ ぼ予 定通り に進め る こ と が で きた ん で すが ､ 言葉か けが難 しか っ た

ー 3 l -



です ｡

- 明日 の 授業で は
､

子 どもた ちの うまく活動 しよ うとする姿勢を引 き出

せ る ように
､ 少 し様子 を見 つ つ 掛 ま た

､

全体的な授業の 流れや 目的をきちん と頭 にいれ つ つ
､ 働 なと思

皇≧墓室｡

- 今 日 の 授業 は ､

･ ･ ･ 少 しま と め まで 時間が あ っ た の で
､ 嘆業の範果i

_S

応 じて ま と めが できた こ とが よか っ た なと思 い ま した ｡

- 授業は実際 どう動 い

て いく か わ か らない もの なの で
､ 臨機応変に 対応す る こ とが 大切 だと思い ま

■
し

皇 ｡

学生 J

ガイダ ン ス 期 : 全然決ま っ て い ませ ん ｡ これ か ら考 え て い こ うと思 っ て い ます ｡

練習 しない とできない 楽器 とか は使 い たくない なあ ､
と考 えて い ます ｡ リ ズ ム

遊び とか を個人的に は考えて い ます｡

授業案完成期 : 授業案 の 作成 ｡ 音楽を使 っ た 自己紹介 ( を考 えた) 0

実践期 : 授業案 の 再検討に つ い て ､ 担任 の 先生 か ら ア ドバ イ ス を い ただ き授業

案の 再検討 を行 い ま した ｡
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ま した ｡ も っ と ゲ ー ム 性をもたせ て
､

グル ー プ分 けも少 し変 え ようと検討 中で

チ.
"

･ ･ ･ 2 回 目 の 授業を行 い ま した o もと もと 用意 して い っ た授 業案をほぼ全 て

変 え挑 みま した n 授業内容と して は ､ グル ー プ内 の話 し合 い も ス ム ー ズ に進み ､

時間通 り に進め て い く こ とが できま した ｡

- 自分 なりに納得 の い く授業に な っ

学生 P は ､ ガイ ダン ス 期に はない が
､ 授業案完成期で授業案を大幅 に変更 した こ とや ､

実践期 の授 業で も ､ うまく い っ た と実感 して い る ｡
これ は達成感得 点が上 昇す る パ タ

ー ン

に似 て い る ｡ 具体 的に記述 を追うと ､ 実践期 に入 る まで は ､
｢ - 意見 が 出ま した ｡ ｣ ､

｢ -

変 わ り ま した ｡ ｣ と い う記述が 多く ､
でき た こ とや考 えた こ と を 自分 の 行為 と して捉 え る

こ と が で き て い ない
｡ 逆 に実践期 に は ､

｢ - を した ら い い な｣ ｢ - す る こ と が大切｣ と い
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う記述 が表れ ､ 自分で 目標を た て 取り組もうとす る様 子 が記述され て い る ｡
つ ま り ､ 実践

期に お い て 自分がやり た い こ とやす べ き こ と を具体的に考 え る こ と に よ っ て ､ 達成 目標が

高く なり
､ 得 点 の 変化 がみ られ なか っ た の か も しれ な い ｡ 学生 J に つ い て も 同様 に考 えら

れ る｡ ガイ ダ ン ス 期や授業案完成期の 記述 で は
､

自分の 考 えた こ とが記述 され て い るが
､

どれ も突発 的なも の で ある｡ 実践期で は記述 畳も増加 し
､ うまく い か なか っ た こ とに対 し

て考 えられ る理由が 書か れ てお り
､

そ れ を踏ま えた解決策が提案されて い る｡ 実践期 に は

こ の ように論 理的 に物事を捉える よう になり ､ 自己評価が厳 しく な っ た こ と が考 え られた ｡

第 3 節 実地 研究の実践期における学生の 変化

3 - 1 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行為の中で の動機 づけ ( 実践 4 日間)

実践期 の 4 日間で コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン行為 の 中で の 動機 づ けに対す る学生の 変化を検討

す るた め に ､ 実践期 4 日間の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン行為 の 中 で の 動機 づ けの 下位尺 度得 点を

従属変数 とす る対応 の あ る 1 要因分散分析 を実施 した ｡ そ の 結果 ､ 実践期四 日間 にお い て

有意な主効果は 見 られ なか っ た ｡ そ こ で
､ 実践期 4 日間に お け る コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の 中

で の 動機 づ け に対す る学生 の 得点に学年差が み られ るか どうか を検討す る ｡ 実践期 4 日間

にお け る コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 中で の 動機づ け の 下位尺度得点 を従属変数と し

､ 学年 と 日

にちを独立 変数とす る対応の ある 2 要因分散分析 を実施 した ｡ そ の 結果 ､ 実践期 四 日間に

よ る有意 な主効果 は見 られ なか っ たが
､ 日 に ちと学年 に よ る交互 作用 が 見 られ た( F (3

,
51)

- 3 .7 5 4 , p く.0 5) ｡ そ こ で 単純主効果 の検定 を行 っ た と こ ろ
､

2 ･ 3 年生 の 1 日 目と 4 日 目 ､

2 日目と 4 日目に主効果が 見られた ( 共 に < p .0 5) ｡ そ こ で 2 要因分散分析の 対象と な っ

た 2 ･ 3 年生 で
､ 実践期 4 日間全て にお い て ポ ー ト フ ォ リ オ に書き 込み が され て い た学生

( ∩ - 1 2) の 記述 を分析 した ｡
コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の 中 で の 動機 づ けと い う こ と で
､

ポ ー

ト フ ォ リ オ の 中でも
､

｢ 今回の 活動の 中 で の 他者 と の 関わ り｣ に 関す る記述 と ｢ 今後行 い

た い こ と ( 調 べ た い こ と
､ 不明なと こ ろ ､ 考 えた い こ と な ど) ｣ に関す る記述に注 目 した ｡

ま た唆味な記述 に関 し て は ､ 他の 項目 に書か れ た こ とも参考 に した ｡

ー 3 3 -



Fig u r e .3 実践期 4 日間における学生の動機づ け得 点の変化

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 行為 の 中で の 動機づ け得点が

､ 実践期 1 日 目 よりも 4 日目 ､
2 日目

より も 4 日目が 高 い 学生 4 日目 の 記述 より

･ 最後 の 日だ っ た の で ､ 子 ども た ちみ ん なか ら手 紙をも ら っ た o
｢ 帰ら な い で

わた し の お うちに こ れば い い じや ない o ｣ と言 っ てくれ る子 もい て す ごく嬉 し

か っ た ですo 来週中く らい に
一

度 ( ペ ア の 子と) 集ま っ て ､ 最終日 にもら っ た

手続の 返事を書く予定で す. 今回得 たも の や貴重 な出会 い を今後も大切に して

い きた い と思う ( 学生 q) 0

･ 最終 日だ っ たの で ､

一

部 の 子 どもたち か らは
､

手紙 をもら っ た りも した ｡

子 どもた ちと別れ る の は寂 しか っ たが ､ 笑顔でお 別れ できた の で
､

よか っ た o

( 学生 R)

･ 子 どもたち の ( 実施 した授業に対 して の) 感想用紙 - の コ メ ン ト書きで
､ 少

し で も伝 えた か っ た こ と を書 けるように した い です｡ そ れか ら ､ メ ッ セ
ー

ジカ

ー

ドも書く つ もり な の で
,

4 日間で感 じた こ とを伝 えられれ ば い い なと 思 い ま
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す ( 学生 G) 0

･ 全校で お別れ会 を し て もら っ た ｡ 子 どもた ちの 中に泣 い て しまう子 が い て ､

私も耐 えられなくて泣 い て しま っ た ( 学生 D) 0

･ ( 別れ の) 時間がせ ま っ た時
､

ひ と り の 男の 子 が急 に 口を聞 い て く れ なく な

っ て
､ 近寄 っ て い っ ても逃げて しまうようなときが あり ま した ｡ 女 の 子 たちの

中にも最後 の お別れ の 時泣き出 して しまう子 た ちも い て ､
4 日間と い う限られ

た 時間 の 中で仲良くな っ て しまう こ と - の罪悪感 の ようなもの を少 し感 じ て い

ま した
｡

で も少 し の 間で も信頼関係 を築 きなが ら
一

緒の 時間 を過 ごす こ と が で

き た こ と は ､ とても嬉 しか っ た で す ( 学生 L) ｡

･ 来年 の 実習や ､ 今後 の 活動でも こ の ような機会 が あると思うの で
､ そ の とき

は 自分 の こ と で は なく子 ども優先 の 行動 をと る べ きだと考 えた o

- ｢ また 手紙

書く か ら｣ とか
､

｢ 運 動会きて ね｣ と か ( 子 どもの) そう い う
一

言
一

言が嬉 し

か っ た ( 学生 N) ｡

･ まずは
､

今 回 の こ と を無駄 に しない た め にも ､ 授業 の 振 り 返 りを行 い た い と

思い ま す｡ 手紙の 返事を書く ! 運動会に参加 する ! ( 学生 J)

実践最終 日と い う こ とで
､ 最後の 授業や お別れ会 の こ と に つ い て記述 して い た学生が多

か っ た ｡ 実践 1 日 目 2 日目 には ｢ 子 どもに話 しか ける ように した｣ ､
｢ 子 ども と関わ っ た｣

と言 っ た漠然 と した記述だ っ たもの が
､

4 日目 の記述 では 特定の エ ピ ソ ー

ドが 多く書か れ

て お り
､

子 ども と の 関わり が質的に変化 した こ と が感 じられ た ｡ 大学 2 ･ 3 年生 で はお そ

らく教育現場 で実践を行 い
､

子 どもと接する と い っ た経験が 浅い こ とが考 え られ るが
､

だ

か らこ そ 実践最終 日 の 子 どもと の 深い 関わ り が より感動的な体験 と して認知 され ､ 動機 づ

けが高ま っ た の で あろう｡ また今後行 い た い こ と に つ い て ､
｢ 子 どもか らもら っ た手紙の

返事 を書き た い｣
,

｢ 担当校 の 運動会に 参加 した い｣ ､
と い っ た記述が され て お り

､
実践 を

終 えてもなお学生 の動機づ けの 高さが維持され る可能性が あると感 じられた . さ らに ､ 学

生 に 手紙を渡 し
､

帰ら な い でと涙 を流す子 どもの様 子 か らは
､

4 日間 と い う短期間 の 中で
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学生 と子 どもの 間に良好 な対人関係が築か れ て い た こ とをうか が い 知る こ と が できる ｡

学生J

実践期 1 日目 : 子 どもた ち と半日す べ て 行動 をとも に しま した ｡ なの で ､
コ ミ

ュ ニ ケ
ー シ ョ ン は多く取れた の で は ない か と思い ます｡ 授業案の 検討で は

､

ペ

ア の 人 と意見交換 を行 い ま した ｡

実践期 2 日目 : 子 どもた ちとは積極 的に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン をとり ま した . 課

題だ っ た ｢ 子 どもの 名前を覚え る｣ と い う の は ､ 半分く ら い は何と か -

と い う

感 じです｡
ペ ア の 子 とも意見交換を行 い ま した ｡ 担任の 先生と あま り意見交換

出来ませ ん で した｡

実践期 3 日目 : 子 どもた ちの名前を ほ ぼす べ て 覚え ま した ｡ 授業 で は積極的に

名前を呼ん で 指名 しま した ｡ 話 し合 い が 止 ま っ て い ると こ ろに も積極的に入 っ

て 行き ､ 声か けを行 い ま した ｡

学生 J は 1 日目 と 4 日目 ､
2 日目 と 4 日 目 の ｢ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 行為 の 中で の 動機づ

け｣ 得 点の差が い ずれ の 期間にお い て も 2 点以上 あ り ､ 対象 とな っ た 学生 の 中で も著 しく

得 点が 変化 した と言 え る｡
｢ 今回 の活動 の 中で の 他者 と の 関わ り｣ と い う部分に 書かれ た

学生 Ⅰ の 記述か らは
､

学習者 の 学び の 深 まり の
一

端が 垣間見られ る｡ こ の 学生 の 他者 と の

関わり に つ い て の 自己評価 は総 じて
､

｢ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を多く取れ た｣ ､

｢積極 的に コ

ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を した｣ と い う記述 を見て も高い こ とが わ か る ｡ しか し

､
1

､
2 日 目 で

は他者 と の 関わ り をこ の 学生は
､ 行動を共にす る こ とや意見交換 をす る こ とと捉 える こ と

に と どま っ て い る ｡ しか し 4 日目に は ､
｢ コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン｣ と い う単語は使われず
､

｢ 子

どもの 名前を覚えた の で ､ 名 前を呼ん で指名 した｣ ､
｢ 話 し合 い が 止 ま っ て い る と こ ろに

も積極 的に入 っ て行き ､ 声か けを行 っ た｣ と い う ように具体 的な記述が され て お り
､

より

高次に他者と の 関わりや コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に つ い て思考す る ようにな っ た の では ない か

と考えられ る ｡

上述 の 学生 とは反対に ､
コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン行為の 中で の 動機 づ け得点が
､ 実践期 1 日

目 よりも 4 日 目 ､
2 日目 よりも 4 日目が低 い 学生 p の 4 日目 の記述 には

､ 子 どもと の 関

わ りや具体的な エ ピ ソ ー ドが 書かれ て い なか っ た ｡ 1 日目 ､
2 日 目 の 記述 は自分が行う授

業やチ ュ
ー

タ
ー

と のや りと りが 書かれた記述の 割合が多か っ た｡
｢ 授業を初め て や っ た｣ ､
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｢ あんま り気負 い すぎない で
､ 接する感 じだ とうまく いきやす い の で は な い か と思 い ま し

た . ｣ と い う記述か らも ､ 授業 を実践す る こ と に意識が集 中 して しま っ て い た こ とや
､

子

どもと の 関わ り方が最後ま で つ か めなか っ た可 能性も ある ｡

た と えば学生 N が 4 日 目に書い た記述 には ､
｢ 1 限目 の とき に ､

2 限目 にす る授業 の 準

備 を し て い る と ､ チ ュ
ー

タ
ー さんに ､ 『こ どもた ちも最後は な る べ く

一

緒に い た い はずだ

か らなる べ く早く来て ください』 と指摘い ただ い た ｡ 自分 た ちの授業 を楽 しく させ る こ と

や ､ 成功させ る こ と は とても大事だと思うけ ど
､ それ以上 に子 どもた ちの 気持ちを大切に

す る べ き だ と思 っ た ｡ ｣ と い うもの が あ っ た ｡ 実 際に著者 も現地 で は チ ュ
ー

タ
ー と して 学

生 と 関わ っ て い た が
､

こ の ような光景 を数 回 目に した ｡ 授業案 を実施す ると い う大き な課

題 を前 に して
､

子 どもと関わ る機会を失 っ て い る学生 に対 して
､ チ ュ

ー

タ
ー が的確 に ア ド

バ イ ス を した例だと言 えようo 特に子 どもと の 関わ り に消極 的にな っ て い る ように見 え る

学生 に注意 を向け､ 助言をする こ とが
､ 現地 で の チ ュ

ー タ ー の 大切 な役割の ひ と つ で ある

こ とが 示 され た ｡

3 - 2 達成感 ( 実践期 4 日間)

実践期 の 4 日間で達成感 に対する学生 の 変化 を検討す るた め に ､ 実践期 4 日間の達成感

の 下位 尺度得点 を従属変数 とす る対応の ある 1 要因分散分析 を実施 した . そ の 結果 ､ 実践

期 四 日間にお い て有意な主効果 は見られ なか っ た ｡ そ こ で 実践期 4 日間にお ける達成感 に

対す る学生 の 得点に学年差が み られ るか どうか を検討す る｡ 実践期 4 日間にお ける達成感

の 下位 尺度得点 を従属変数 と し
､ 学年と 日にちを独立 変数 とす る対応 の ある 2 要因分散分

析 を実施 した ｡ そ の 結果 ､ 実践期四 日間に よ る有意 な主効果お よび 交互作用 は見 られ なか

っ た .: .

上 述の 結果 よ り ､ 実践期 4 日間で達成感 に つ い て は学生 に有意な変化 は見 られなか っ た o

しか し実地研究全体 の過程を見ると ､ ガイ ダ ン ス 期 よ りも ､ 授業案完成期 ･ 実践期に得点

が 高く な っ た 学生が多く ､ 実践期 4 日間の 経験が ど の 学生に も ､ やり が い を感 じさせ るも

の だ っ た こ とが 示唆され た ｡
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第四 章 総合考察

本研 究の 目的は ､
1 . 実地研究中の 時期 に よる学生 の 変化 を

､

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン へ の

志向性と達成感 と い う観点か ら検討す る こ とと
､

2 . 実地研究の 特徴を踏ま えて本実践に

お ける学生 の教育効果 を検討 し
､ 今後の 実地研究 の在 り方を提言す る こ とで あ っ た .

1 . 実地研究中の時期に よる学生の変化

( 1 ) コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行為 の 中で の動機づ け

実践期と ガイ ダン ス 期 の 間 ､
ガ イ ダン ス 期 と授業案完成期の 間に有意差が見られた こ と

か ら､ ガイ ダン ス 期や授業案完成期 よりも実践期 にお い て
､ 学生 の ｢ コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン

行為 の 中で の 動機 づ け｣ が高 い こ とが 明らか にされ たo 実地研究 の 流れ を考え ると ､ 他者

と の やり と り の 頻度が増加す る こ とや ､
い ろ い ろな立場の 人 と関わ る こ とに よ っ て動機 づ

けが 高め られ る可能性が あ っ た こ とや ､ 自由記述か らは学生同士 の 関わ り合い 以上 に学生

と子 どもの 関わ り合 い が ､ 人と の 関わ り合 いや活動 - の 動機づ けを高め て い た と言える の

か も しれな い
｡ ま た ､ 実地研究 で は授業案の テ

ー マ が コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン であ っ た こ とや ､

子 どもを観察す る場面だけで は なく 実際にふ れあう時間も多か っ た た め ､ 学生は常に子 ど

もや 自らの コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に つ い て 考察す る機会が多く ､ 実際に子 どもと 関わ る中で

ス キ ル を発揮 した い
､
より多く 関わりた い と い う動機 づ けが 高ま っ た の で はない だ ろうか o

動機 づ け上昇群の 自由記述か らは
､

多くの 学生 は ガイ ダン ス 期 ･ 授業案実践期で は ､ 活

動 に積極的 に参加できなか っ た こ と ､ 自分の ペ ア の 学生以外 の 人と の 関わり が少な い が 実

践期 になると
､

子 どもをは じめと して い ろん な人と積極的に関わ っ て いく様 子が うかが わ

れ た ｡ 以上 の こ と より
､

人 と活動を して い て 楽 し い
､ 仲良く した い

､ 他 の 人の た めに活動

を頑 張りた い と い っ た動機づ けは
､

人 と の 相互作用が多い ほ どに高め られ て いく こ と が考

えられ た｡ そ して あま り活動が活発に行われて い なか っ た
､

ガイ ダン ス 期に つ い て担 当教

員や チ ュ
ー

タ
ー が

､ な る べ く早 い 段階で介入する か どうかは今後検討 して い く こ とが望 ま

れた ｡

一 方動機づ け非上昇群の 自由記述か らは ､ ①ガイ ダン ス 期 ･ 授業案完成期 ､ 実践期

と全て の 時期 にお い て意欲的 に他者と 関わ ろ うと し
､ 動機づ け得点も高 い 状態で そ の ま ま

維持された ケ
ー ス と

､ ②ガイ ダン ス 期 ･ 授業案完成期で は積極的 に他者と 関わ っ て い た が ､
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実践期 で子 どもと の 関わ りが うまく い かなか っ た ケ ー ス
､ ③ガイ ダン ス 期 ･ 授業案実践期

で は ､ 活動に参加 できなか っ た り
､

グル ー

プ の 学生やチ ュ
ー

タ
ー

と の 関わりが少 なく ､ 実

践期に子 どもと の 関わ り が増え るケ
ー

ス に分 けられた ｡ ① の ケ
ー

ス で は
､

実地研究の ど の

時期にお い ても ､ 自分の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能力や リ

ー ダ ー

シ ッ プ の 取 り方 などに つ い て

必 要で ある課題 を明確 に し
､ 活動 - の 意欲 が維持され続 けた こ とがうか が われ た ｡ ま た活

動中に自信 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン カに つ い て ､ 内省す る記述も見られ た ｡ ②の ケ ー ス では

､

ガイ ダン ス 期や授業案完成期で は比較的高い 動機づ けを維持 して い たと 考えられ るが
､ 実

践期 で は ペ ア の 子 と意思疎通がうまく い か ない こ とや ､ 子 どもと ど の ように関わ っ た らよ

い か苦悩す る こ と を経験 して い る｡ 自分で は解決不能 な出来事に遭遇 したた め に動機づ け

が 上昇 しなか っ たか
､

も しく は特定の 子 どもが気が か り になり
､ 他者と の やり と りが制限

され たた め に動機づ けが上 昇 しなか っ た こ とが推察された ｡ ③の ケ
ー

ス で は
､ 動機 づ け上

昇群 と同 じ記述傾 向が確認 された が
､

こ れ らの 学生 の 動機 づ けが 上昇 しなか っ たか は ､
ポ

ー

ト フ ォ リオ の 記述だけか らは明らか にす る こ とが できなか っ た ｡ しか し
､ 考えられ る可

能性 と して こ の ケ ー

ス に該当す る学生 は達成感 に つ い ても非上 昇群 に属す るた め ､ 動機づ

けも上 昇 しなか っ た こ とが 考えられ た｡ しか し因果関係 を解明する こ と は 困難 で あり今後

も検討 の余地が あるだろう｡

( 2 ) 達成感

ガイ ダン ス 期 と授業案完成期 の 間､
ガイ ダン ス 期と実践期 の 間に有意差が 見られ た こ と

に よ っ て
､

ガイ ダン ス 期 よりも授業案完成期 ･ 実践期 にお い て
､ 学生 の ｢ 達成感｣ が高 い

こ と が示 された ｡ 授業案完成期で は約 3 ケ月 か けて練 っ てきた授業案が形 にな っ た こ と
､

実践期で はそ の 授業案 を現地 の 教師等と最終案に し実際に授業を実施す ると い う大き な課

題 が あ っ た ｡ 授業案完成期と実践期 の 間に有意差が 見られ なか っ た こ と か ら､ 学生に と っ

て そ の どちらの 課題も貴重な体験で あ っ た こ と が推察 され る ｡

達成感 上昇群 の 記述 か ら
､ 多く の 学生はガ イ ダン ス 期に は ､ グル ー プ活動の 中で何 か を

成 し遂げた経験 が少なく ､ できた こ と と して認識 され る事象も質 の 高い 達成と は言 えな い ｡

授 業案完成期 と実践期 に は
､

｢ でき た こ と｣ ｢ でき なか っ た
･ うまく い か なか っ た こ と｣

を数多く経験 し
､

失敗も成功も経験す るがそ の 体験が学生に と っ て非常に価値 あるもの と

して認識 され ､ 達成感が 高く な っ た こ と が考えられ る ｡ も しか する と失敗体験 を い く らか

経験 した あと で の 成功経験 が達成感 に大きく影響 して い る の か も しれ な い が
､ 因果 関係 に
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つ い て はさらな る検討が必 要で あ っ ただ ろう ｡ ま た授業案完成期 ･ 実践期 にお い ては
､ 学

生 が活動をうまく進 められな い ときや ､ 失敗 を して 落ち込 ん で い る ときに励み になる の は ､

現地の 担任 の 先生の こ と ばやチ ュ
ー タ ー の 関わ り で あ っ た こ とも多く の 学生が記述 して い

た ｡ 教師やチ ュ
ー

タ
ー

か らの ア ド バ イ ス や的確な指摘は学生の ｢ できなか っ た｣ と い う認

知を低下させ て い る の かも しれない
｡

達成感非上昇群 の記述か らは ､ ①全て の 時期にお い て 達成感が 高く維持 され たケ
ー

ス
､

②授業案完成期 と実践期 には
､

｢ できた こ と｣ ｢ できなか っ た ･ うまく い か なか っ た こ と｣

を数多く経験 し､ 失敗や成功も経験す るケ ー

ス に分けられた ｡ ①で は ､ ガイ ダン ス 期 か ら

活動 の 主旨や概要 を理解 し
､ 自分の す べ き 目標 が具体的か つ 的確 にた て る こ とが でき た こ

と が
､

達成感に つ なが っ た こ と ､ ②の ケ
ー

ス で は ､ 活動 を進 め るに つ れ て自己評価が高ま

り ､ 結果的に達成感得点が 上昇 しなか っ た こ と が考えられた ｡ しか し達成感に つ い て は ､

こ れ らの ケ
ー

ス に 入らない 学生も い た ｡ ポ ー

トフ ォ リ オ の欠損や記述数 の 不足 な ど原 因は

あるが ､ 検討の 余地が残され た｡

実践期の 4 日間では 2 要因分散分析 の結果 より ､
2 ･ 3 年 生にお い て動機づ けが 1 日 目

より も 4 日 目 ､
2 日 目よ りも 4 日目 に高く なる こ とが 明らか に な っ た ｡ 得点が 上昇 した学

生の 記述で は ､
4 日 目 の お 別れ会や子 どもか らもら っ た手紙 が嬉 しか っ た こ と な ど特定の

エ ピ ソ ー ドが 目立 ち
､

子 どもと の 関わ りが質的に変化 した こ とが感 じられ た ｡ また 記述か

らは短期間の 実践であ っ ても子 どもと の 関係が 良好 に築かれた こ ともうか がわ れ る｡ 大学

2 , 3 年と い う学年 の 特徴 を踏ま える と ､ 実践最終 日 の 子 どもと の 深 い 関わ りが より感動

的な体験と して認知され ､ 動機づ けが高ま っ た こ とが推察された ｡ また今後行い た い こ と

に つ い て 書かれ た記述か らは ､ 実践を終えてもなお 学生の 動機づ けの 高さが維持 される可

能性 が あ ると感 じられ た ｡

得点 が上昇 しなか っ た学生の 記述に は ､ 子 どもと の 関わ りや具体的 な エ ピソ
ー

ドが書 か

れ て お らず授業に 関する記述が多か っ た た め に ､ 授業を実践す る こ と に意識が集中 して し

ま っ て い た こ とや
､

子 どもと の 関わ り方が最後ま で つ か めなか っ た た め に ､ 動機づ けが上

昇 しなか っ た可能性が 考えられ た｡
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2 . 本実践に おける学生の教育効果 と, 今後の 実地研究の 在り方

学生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン行為 - の 動機づ けと達成感は
､

ガイ ダン ス 期 よりも授業案完

成期や実践期にお い て 高く な っ た ｡ こ の こ と より ､ 教育学部生 が 実地研 究にお い て学生 開

発型授 業を実践す る こ と の 効果が あ っ た と言え るだろう｡

学生 開発型授業は P B L と い う概念が採用 されて お り
､

実地研究で は
､

｢ 子 どもの コ ミ

ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に関わ る授業案を作成 し実施す る｣ こ とが学生に期待 された ｡ つ ま り学生

は
､

心 理学 の 理論を ベ ー

ス に し
､ 子 どもの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を刺激する ､ ある い は

高め る活動を考 え実施す る こ と を p r o bl e m と して求め られた ｡ しか し
､

子 どもの コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン 能力 を刺激する
･ 高め ると い う答 えの ない課題 に取り組む こ とは ､ 葛藤を感 じ

る こ と でもあり ､ 動機づ けが低 い 学生 が活動を継続す る こ とは 困難だと考えられ る｡ そ の

ような観点か ら見れ ば､ 実地研 究は活動が進 む に つ れ て動機づ けが高く なると い う､ 望ま

し い 変化が 学生 にみ られ た と言え る の かも しれ ない ｡ 達成感 に つ い て も ､ 授業案を完成す

る こ とや作成 した授業案を実施す る こ とで 高め られ る こ と が示唆 され た . ま た授業 を実施

した 後の 学生 の ふ り 返 り記録か らは
､

授業 を実施す る こ と で子 ども に何 らか の 効果が あ っ

た の で は ない か と いうポジテ ィ ブな記述が なされ て い た ｡ 今回の 課題 の ように正解が ない

問題で は ､ 達成感 を得 られ がた い と考えられ るが ､ 授業中や授業後の 子 どもの 様子 か ら自

分た ちが実践を した効果を感 じ取れ ると い う こ とは
､ 学生 にと っ て最高 の フ ィ

ー

ドバ ッ ク

に な っ たで あろう｡

しか し
､

実地研究で活動 を進め る に つ れて動機づ けや達成感が低下 した学生も い た ｡ 例

えば子 どもと の 関わ り に困難 を示すが
､

具体的な対応策が発見できな い まま実践が終わ っ

て しま う学生も い た ｡ 他にも特定の 子 どもと の 関わ りや ､
授業で の 失敗経験 が尾をひ い て

い る学生も存在 した ｡ 実践期 には
､

大学 の 担当教員やチ ュ
ー

タ
ー が学校毎に 1 ,2 名配置さ

れ たが
､

全て の 学生 に 目を配 る こ とは不可 能で あ っ た ｡ そ の た め に各園 ･ 学校 で 実践 を終

えた後に検討会 を設け
､ 学生か らそ の 日 の 報告 を受け､ 問題や連絡事項等の 伝達 を行 っ て

い た ｡ しか し著者の 受 けた印象 で は ､ 検討会 で のや りと り は主に授業案の 実施 に つ い て で

あり ､ 個別 の事象に対 して対応す る時間が 限られて い た の も事実で ある ｡ そ の 他の 自由時

間に つ い て も多く の学生 が授業案 の 最終調整 にか か り
､ 学 生

一 人 ひと り の 疑問や問題が 十

分に あ っ た と は考 えられ にく い
｡ 今後の 実地研究で は ､ 担当 の チ ュ

ー

タ
ー を中心 と した個

別 の相談時間等 を設 けて い く こ とも検討され る必 要が ある と感 じた ｡
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一 方 で
､ 多く の 学生 の 記述か らは ､ 授業案完成期 ･ 実践期で はチ ュ

ー タ ー や現地 の教師

の 的確 なア ドバ イ ス に よ っ て
､ 学生の 動機 づ けが 高められ ､ 失敗経験 の認知が 変化 し学習

活動が円滑に行われ た こ とが推察され た ｡ 現地 の 教師の 協力や チ ュ
ー タ ー がうまく昨 日 し

て い た こ と が伺わ れ る｡ しか しす べ て の ケ
ー

ス に つ い て チ ュ
ー

タ
ー

がうまく機 能 して い た

か どうか は 明らか で はな い ｡ 経験チ ュ
ー タ

ー

と新人チ ュ
ー

タ
ー の介入 の 比較検討 を行 っ た

研究で は
､ 経験チ ュ

ー タ
ー

は
､

学生の 反応 か ら個 々 の 学習状況 を読み と れ る状況判断能力

と ､ 介入す る技術お よび 自己評価能力 を獲得 してお り
､ 状況判断 ､ 介入 ､ 評価を連続 し て

矛盾 なく行う こ と ができて い た ｡

一 方新人チ ュ
ー

タ
ー

は ､ 最初は討議全体 の 見通 しが でき

ず ､ 介入 の 必 要性 を認識 しなが らも介入 の タイ ミ ン グと方法がわ か らず ､ 思考と行動 の矛

盾がみ られ た と して い る (徳本 ら､
2 0 0 6) 0 P B L 学習で はチ ュ

ー タ ー の 介入に よ ると こ ろ

も大き い た めに ､ 今後はチ ュ
ー タ

ー の 経験年数な どにも考慮 して ､ 必 要で あれ ばチ ュ
ー ト

リア ル 教育の 実施もお こ なわれ る べ きで あ ろう｡

子 どもの 能力の 高さや豊か な人間性 ､ 現地の 教師の 真筆な教育態度に感銘を受 けた と い

う学生 の 自由記述 より S 市の 風土 も関係 して い た と著者 は考える｡ まず実地研究で の 実習

は同大学か らは 距離の離れた S 市 の K 地 区に ある幼稚園 ･ 小 学校 ･ 中学校と
､ 同市 の T

地 区に ある小 学校 で実施 した ｡ S 市 は ､
｢ 市全域が伊勢志摩 国立 公 園に含ま れ

､ 英虞湾､

的矢湾と い っ た リ ア ス 式 の海岸が特徴的で
､

湾内をは じめ ､ 大小の 島々 も点在す る自然豊

か な地域｣ で あ る ｡ そ の 中で も K 地 区の 特徴 と して は ､ 同地 区中学校 の 学校要覧に書か

れ て い る概要を抜粋す ると
､

｢ 地区民は勤労意欲が 旺盛 で ､ 気風は穏やか で老人 をと ても

大切 にす る｡ ｣ ､

｢ 地区内に は 1 小学校 ､
1 中学校 が あり ､ 児童 ･ 生徒数 は減少傾向に ある｡

クラ ス を構成する生徒たちは ､ 保育所以来､ 変わ らぬ仲間で あり ､ 教育的刺激 はやや低調

で あるが
､

地区民は学校教育に対 して協力的で ある ｡ ｣ と ある ように
､

自然豊 かな地域性

や
､

地区民の穏や かな気風 ､ 地 区民 が
一

体とな っ て学校教育を応援す る姿が 特徴的な地域

である ｡ こ の ような地域で の 実習は
､

普段学生 が生活 を して い る地域に ある付属校や近隣

校で の 実習 とは異 なる こ と が考 えられ
､

研究で は明らか にな っ て い な い が
､ 恵 まれた フ ィ

ー ル ドで の 実践の 効果は計り知れ な い だ ろう ｡ 今後の 実地研究も引き続き
､

こ の フ ィ
ー ル

ドで実施され る こ とが望 ま し い だ ろう｡
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